
Title 清華簡『尹誥』の思想史的意義

Author(s) 福田, 哲之

Citation 中国研究集刊. 2011, 53, p. 157-182

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/61104

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKAOsaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
清
華
簡
）
は
、
二

0
0
八
年
に
清
華

大
学
が
香
港
か
ら
購
入
し
た
戦
国
期
の
竹
簡
の
総
称
で
あ
る
。
『
清

華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
翌
）
』
の
「
前
言
」
（
注
1
)

に
よ
れ
ば
、
竹
簡

は
残
片
を
含
め
て
お
よ
そ
二
千
五
百
点
に
の
ぼ
り
、
そ
の
内
容
は

『
尚
書
』
お
よ
び
そ
れ
に
類
し
た
経
書
や
編
年
体
の
史
書
な
ど
を

中
心
と
す
る
六
十
篇
以
上
の
書
籍
か
ら
な
る
。
「
清
華
大
学
所
蔵
竹

簡
鑑
定
会
」
に
出
席
し
た
十
一
人
の
学
者
に
よ
っ
て
、
年
代
は
戦

国
中
晩
期
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
炭
素
14
年
代
測
定
お
よ

び
年
輪
補
正
に
よ
る
紀
元
前
三

0
五
士
三

0
年
と
い
う
測
定
結
果

と
も
一
致
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
所
収
の
九
篇
の

中
か
ら
『
手
詰
』
を
取
り
上
げ
る
。
『
手
詰
』
は
、
西
漢
の
恵
帝
末

年
（
一
説
に
武
帝
期
）
に
魯
の
孔
子
旧
宅
の
壁
中
か
ら
発
見
さ
れ

序

言 清
華
簡

『
弄
詰
』

中
国
研
究
集
刊
蜆
号
（
総
五
十
三
号
）
平
成
二
十
三
年
六
月
一
五
七
ー

八
二
頁

そ
の
後
亡
逸
し
た
、
孔
壁
古
文
逸
書
十
六
篇
の
う
ち
の
一
篇
に
該

当
し
、
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
古
文
『
尚
書
』
の
真
相
を
明
ら
か

に
す
る
貴
重
な
資
料
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
『
手
詰
』
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
儒
家
思
想
と
の

関
連
で
あ
る
。
戦
国
期
以
前
の
『
尚
書
』
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

す
で
に
松
本
雅
明
氏
が
、
先
秦
文
献
所
引
の
『
尚
書
』
の
逸
文
を

中
心
に
詳
細
な
考
察
を
加
え
、
「
孔
子
以
後
、
孟
子
に
い
た
る
儒
家

思
想
の
展
開
の
う
ち
に
、
『
書
』
に
新
し
い
増
補
と
体
系
化
が
な
さ

れ
て
き
た
こ
と
」
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
和
2)°

し
か
し
、
偽
古

文
が
大
半
を
占
め
る
古
文
『
尚
書
』
の
諸
篇
に
つ
い
て
は
、
先
秦

文
献
に
引
用
さ
れ
た
断
片
的
な
逸
文
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
ず
、
こ

れ
ま
で
篇
全
体
の
内
容
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
行
な
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
『
手
詰
』
は
こ
う
し
た
資
料
上
の
制
約
を
打
開
し
、

戦
国
期
以
前
に
お
け
る
『
尚
書
』
と
儒
家
思
想
と
の
関
連
に
つ
い

て
、
は
じ
め
て
篇
全
体
に
お
よ
ぶ
具
体
的
な
検
討
を
可
能
に
し
た

の
思
想
史
的
意
義

福

田

哲

之
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の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
意
図
か
ら
『
手
詰
』
の
内
容
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
る
と
と
も
に
、
孟
子
と
の
関
連
を
中
心
に
、
そ
の

思
想
史
的
意
義
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

「
手
詰
云
、
惟
手
船
（
允
）
及
湯
咸

『
手
詰
』
の
検
討
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
は
、
伝
存
文
献
中

に
『
手
詰
』
に
関
連
す
る
記
述
が
見
い
だ
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
偽
古
文
『
尚
書
』
や
後
述
す
る
『
手
詰
』
の
成

立
時
期
の
問
題
と
も
密
接
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
内
容
に
入
る
前

に
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壼
）
』
に
お
け
る
『
弄
詰
』
釈
読
の

担
当
者
で
あ
る
李
学
勤
氏
の
指
摘
（
注
3
)
を
踏
ま
え
、
若
干
の
検
討

を
加
え
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
じ
め
は
『
礼
記
』
細
衣
篇
の
第
九
章
と
第
十
四
章
の
二

箇
所
に
認
め
ら
れ
る
『
手
詰
』
逸
文
（
注
4
)
で
あ
る
。
対
応
す
る
『
手

詰
』
本
文
（
注
5
)
と
と
も
に
以
下
に
並
記
す
る
。

（
一
）
『
手
詰
』
簡
1

「
惟
手
既
及
湯
咸
有
一
徳
」

・
『
礼
記
』
細
衣
篇
、
第
九
章
「
手
吉
（
詰
）
日
、
惟
手
射
及
湯

咸
有
登
徳
」

•
郭
店
簡
『
細
衣
』
簡
5

有
一
徳
」
（
注
6
)

一
、
『
手
詰
』
逸
文
と
偽
古
文
『
咸
有
一
徳
』

•
上
博
簡
『
綺
衣
』
簡
3

有
一
徳
」
（
注
7
)

（
二
）
『
手
詰
』
簡
1

「
手
念
天
之
敗
西
邑
夏
日
、
夏
自
絶
其
有
民
、

亦
惟
蕨
衆
」

・
『
礼
記
』
細
衣
篇
、
第
十
四
章
「
手
吉
（
詰
）
日
、
惟
手
朗
天

見
於
西
邑
夏
、
自
周
有
終
、
相
亦
惟
終
」

•
郭
店
簡
•
上
博
簡
不
見

細
衣
篇
、
第
九
章
の
逸
文
は
、
若
干
の
文
字
の
異
同
が
見
ら
れ

る
も
の
の
『
手
詰
』
の
冒
頭
第
一
句
に
該
当
し
、
郭
店
簡
『
細
衣
』

簡
5

．
上
博
簡
『
紺
衣
』
簡
3
と
も
基
本
的
に
合
致
し
て
い
る
。

一
方
、
稲
衣
篇
、
第
十
四
章
の
逸
文
に
つ
い
て
は
、
十
七
字
中
『
手

諾
』
と
一
致
す
る
の
は
九
字
に
と
ど
ま
り
、
文
意
も
異
な
る
。
ま

た
郭
店
簡
『
細
衣
』
・
上
博
簡
『
緒
衣
』
に
は
、
逸
文
の
み
な
ら
ず

第
十
四
章
に
該
当
す
る
本
文
自
体
が
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
李
学
勤

氏
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
後
に
闇
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
逸
文
と
『
手
詰
』
本
文
と
の
即
甑
の
原
因

を
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
細
衣
篇
、
第

み

ま

み

十
四
章
の
逸
文
「
惟
れ
手
が
射
天
（
先
）
に
西
邑
夏
に
見
え
し
に
、

ま
こ
と

自
ら
周
に
し
て
終
り
有
り
、
相
も
亦
た
惟
れ
終
る
」
は
、
架
の
前

代
の
帝
発
の
治
世
に
つ
い
て
述
べ
た
内
容
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
『
手
詰
』
は
後
述
の
ご
と
く
滅
夏
後
の
民
へ
の
対
応
を

「
手
詰
云
、
惟
弄
変
及
康
（
湯
）
咸
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主
題
と
し
、
逸
文
と
の
直
接
的
な
関
連
を
見
い
だ
し
が
た
い
。
ま

た
『
手
詰
』
の
本
文
に
も
、
誤
脱
や
混
乱
を
う
か
が
わ
せ
る
よ
う

な
痕
迩
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

は
、
以
下
の
ご
と
く
、
細
衣
篇
、
第
十
四
章
の
逸
文
と
ほ
ぼ
同
一

の
文
章
が
、
偽
古
文
『
尚
書
』
太
甲
上
篇
に
存
在
す
る
点
で
あ
る

（
傍
線
引
用
者
）
（
注
8
)
0

惟
手
射
先
見
干
西
邑
夏
、
自
周
有
終
、
相
亦
惟
終
。
其
後
嗣

王
、
岡
克
有
終
、
相
亦
岡
終
。

偽
古
文
『
尚
書
』
は
諸
書
に
見
え
る
書
篇
の
逸
文
な
ど
を
綴
輯

し
て
後
代
に
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
偽
作
者
に
つ
い
て

は
梅
蹟
説
、
皇
甫
謡
説
、
王
粛
説
、
魏
晋
の
孔
安
国
説
（
前
漢
の

孔
安
国
と
同
名
）
な
ど
の
諸
説
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
偽

作
さ
れ
た
時
期
は
魏
晋
時
代
で
あ
っ
た
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
う
し

た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
当
時
、
こ
の
逸
文
を
太
甲
篇
の
文
章
と

し
て
引
用
し
た
も
の
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
偽
作
者
が
細
衣
篇
、
第
十
四
章
の
『
弄
詰
』
逸
文
を
太

甲
篇
に
取
り
込
ん
だ
と
い
う
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
が
、
第
九
章
の

『
手
詰
』
逸
文
の
方
は
偽
古
文
『
咸
有
一
徳
』
中
に
含
ま
れ
て
お

り
、
偽
作
に
あ
た
っ
て
同
一
出
典
の
逸
文
を
敢
え
て
異
な
る
篇
に

取
り
込
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
十
分
に
把
握
し
が
た
い
部
分
も
残

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
少

な
く
と
も
両
者
の
間
の
御
甑
に
つ
い
て
は
、
細
衣
篇
、
第
十
四
章

の
逸
文
の
側
に
何
ら
か
の
原
因
が
存
し
た
可
能
性
が
高
く
、
逸
文

と
の
不
一
致
を
理
由
に
『
手
諾
』
本
文
の
側
に
誤
写
や
誤
脱
な
ど

の
混
乱
を
想
定
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
史
記
』
殷
本
紀
に
見
え
る
（
注
9
)
、
伊

手
が
『
咸
有
一
徳
』
を
作
っ
た
と
の
記
述
で
あ
る
（
傍
線
引
用
者
）
。

架
敗
於
有
娘
之
虚
、
舛
杢
群
於
鳴
條
、
夏
師
敗
績
。
湯
遂
伐
三

菱
、
伴
蕨
賓
玉
、
義
伯
・
仲
伯
作
典
賓
。
湯
既
勝
夏
、
欲
遷

其
社
、
不
可
、
作
夏
社
。
伊
手
報
。
於
是
諸
侯
畢
服
、
湯
乃

践
天
子
位
、
平
定
海
内
。
湯
蹄
至
干
泰
巻
陶
、
中
閻
作
詰
。

既
拙
夏
命
、
還
奄
、
作
湯
詰
、
…
…
以
令
諸
侯
。
伊
手
作
咸

荀
T
叫
5

、
咎
輩
作
明
居
。
湯
乃
改
正
朔
、
易
服
色
、
上
白
、

朝
會
以
豊
。

李
学
勤
氏
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
『
咸
有
一
徳
』
は
『
手
詰
』
冒

頭
の
「
惟
手
既
及
湯
咸
有
一
徳
」
に
も
と
づ
く
篇
名
で
あ
り
、
『
手

詰
』
の
別
名
と
見
な
さ
れ
る
。
『
史
記
』
殷
本
紀
に
よ
れ
ば
、
伊
手

が
『
咸
有
一
徳
』
を
作
っ
た
時
期
は
、
湯
が
奄
に
凱
旋
し
て
『
湯

詰
』
を
作
っ
た
後
と
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
後
文
と
の
関
連
か
ら
、
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本
章
で
は
、
『
手
詰
』
の
内
容
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
の
前
に
『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
の
「
説
明
」

に
も
と
づ
き
、
『
手
詰
』
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
概
要
を
記
し
て
お

＜
 『

手
詰
』

は
竹
簡
四
本
か
ら
な
り
、

二
、
『
手
詰
』
の
内
容

湯
の
在
世
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

尭
典
の
孔
穎
達
の
疏
（
注
10)

に
よ
れ
ば
、
『
咸
有
一
徳
』
は
孔
壁
古

文
『
尚
書
』
中
の
一
篇
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
現
行
の

偽
古
文
『
咸
有
一
徳
』
で
は
、
湯
の
没
後
、
外
丙
、
中
壬
に
続
い

て
即
位
し
た
太
甲
に
対
す
る
伊
手
の
訓
戒
を
内
容
と
し
、
孔
壁
古

文
に
も
と
づ
く
と
見
な
さ
れ
る
『
史
記
』
殷
本
紀
と
は
時
期
も
戒

め
る
相
手
も
異
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
今
回
の
『
手
諾
』
発
見
以
前
の
段
階
で
、
す
で
に

孔
壁
古
文
『
咸
有
一
徳
』
は
偽
古
文
『
咸
有
一
徳
』
と
は
別
種
の

内
容
を
も
つ
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
上
述
し
た
『
礼
記
』
細
衣
篇
の
逸
文
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど

不
明
で
あ
っ
た
。
『
手
詰
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
そ
の
具
体
的
な
内

容
が
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
り
、
『
史
記
』
殷
本
紀
の
記
述
が
裏
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

簡
長
四
十
五
セ
ン
チ
、
三

道
編
、
竹
簡
中
に
篇
題
は
認
め
ら
れ
ず
、
「
手
詰
」
と
い
う
篇
名
は
、

上
述
の
ご
と
く
『
礼
記
』
細
衣
篇
お
よ
び
郭
店
簡
『
細
衣
』
・
上
博

簡
『
紺
衣
』
が
「
手
詰
日
（
云
）
」
と
し
て
称
引
す
る
逸
文
と
『
手

詰
』
本
文
と
の
合
致
に
も
と
づ
き
確
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
文

字
の
保
存
状
態
は
、
簡

4
上
端
の
文
字
の
一
部
が
跛
損
す
る
の
み

で
比
較
的
良
好
で
あ
り
、
竹
簡
の
背
面
中
央
部
に
は
、
編
聯
の
順

序
を
示
す
と
見
な
さ
れ
る
「
一
」
か
ら
「
四
」
の
編
号
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
「
四
」
の
編
号
を
も
つ
簡
4
の
正
面
本
文
の
末
尾

に
は
墨
鉤
が
付
さ
れ
、
そ
れ
以
下
は
空
白
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
簡
4
が
篇
末
に
あ
た
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
字
体
・
文
脈
の

両
面
に
お
い
て
簡
1
か
ら
簡
4
の
本
文
の
連
接
に
は
疑
問
の
余
地

が
な
い
こ
と
か
ら
、
『
手
詰
』
は
こ
の
四
簡
で
首
尾
完
結
し
た
一
篇

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

そ
れ
で
は
『
手
詰
』
の
内
容
に
つ
い
て
の
検
討
に
入
ろ
う
。
ま

ず
釈
文
・
書
き
下
し
文
・
現
代
語
訳
を
掲
げ
る
。
釈
文
は
『
清
華

大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
の
図
版
お
よ
び
李
学
勤
氏
の
釈
文
・
注
釈

に
も
と
づ
き
、
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
、
武

漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
「
簡
吊
」
網
、
清
華
大
学

C
o
n
f
u
c
i
u
s
2
0
0
0

網
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
諸
家
の
見
解
（
注
11)

を
参
考
に
し
て
筆
者
が

校
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
【
】
の
算
用
数
字
は
竹
簡
編
号
を
示
す
。

佳
（
惟
）

手
既
返
（
及
）
湯
咸
又
（
有
）

ニ
懸
（
徳
）
。

手
念
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天
之
散
（
敗
）
西
邑
顕
（
夏
）
日
、
顕
（
夏
）
自
韮
心
（
絶
）

―
汀
（
其
）
又
（
有
）
民
、
亦
佳
（
惟
）
率
（
薪
）
（
注
12)
照。

非
民
亡
典
獣
（
守
）
邑
。
【

1
】
季
（
蕨
）
辟
姜
（
作
）
屑
心

（
怨
）
干
民
―
（
民
、
民
）
星
（
復
）
之
雨
（
用
）
麗
（
離
）

心
、
我
哉
（
戟
）
（
注
13)

放
（
滅
）
顕
（
夏
）
。
今
句
（
后
）

雷
（
易
）
（
注
14)

不
藍
（
監
）
。
執
（
摯
）
告
湯
日
、
我
克
覇

（
協
）
我
疼
I

（
友
）
。
今
【

2
】
佳
（
惟
）
民
遠
邦
遥
（
蹄
）

志
。
湯
日
、
於
（
嗚
）
虐
―
-
（
呼
、
吾
）
可
（
何
）
復
（
作
）

（注
15)

干
民
、
卑
（
倖
）
我
照
勿
尊
（
違
）
朕
言
。
執
（
摯
）

日
、
句
（
后
）
斤
（
其
）
李
（
賽
）
之
。
―
汀
（
其
）
又
（
有
）

顕
（
夏
）
之
【
3
】
[
金
]
玉
日
（
注
16)

（
賞
）
邑
。
舎
之
吉

言
。
乃
至
（
致
）
厭
干
白
（
奄
）
｛
中
（
中
）
邑
。
ム
【

4
】

と

み

惟
れ
手
、
既
に
湯
及
咸
な
徳
を
一
に
す
る
有
り
。
手
、
天
の

西
邑
夏
を
敗
る
を
念
い
て
日
く
、
「
夏
は
自
ら
其
の
有
民
を
絶

た
お

ち
、
亦
た
惟
れ
衆
に
豚
る
。
民
に
非
ざ
れ
ば
与
に
邑
を
守
る

さ

み

な

む

く

も
の
亡
し
。
厭
の
辟
、
怨
み
を
民
に
作
し
、
民
は
之
に
復
い

も

つ

さ

み

な

ん

る
に
離
心
を
用
て
す
れ
ば
、
我
は
夏
を
戟
滅
せ
り
。
今
、
后
昂

か
ん
が

ぞ
監
み
ざ
ら
ん
や
」
と
。

か
な

摯
、
湯
に
告
げ
て
日
く
、
「
我
克
＜
我
が
友
と
協
え
り
。
今
、

惟
れ
民
に
邦
を
遠
ざ
か
り
て
帰
ら
ん
と
す
る
の
志
あ
り
」
と
。

な

湯
日
く
、
「
嗚
呼
、
吾
何
を
か
民
に
作
し
て
、
我
が
衆
の
朕
の

言
に
違
う
こ
と
勿
か
ら
し
め
ん
や
」
と
。

摯
日
く
、
「
后
、
其
れ
之
に
喪
え
。
其
れ
有
夏
の
金
玉
、

ほ
ど
こ

実
つ
。
之
に
吉
言
を
舎
せ
」
と
。

あ
っ

乃
ち
衆
を
奄
中
の
邑
に
致
む
。

邑
に

伊
手
は
湯
と
と
も
に
同
じ
徳
を
も
っ
て
い
た
。
伊
男
は
天
が

夏
を
敗
亡
さ
せ
た
原
因
を
思
案
し
て
言
っ
た
、
「
夏
は
み
ず
か

ら
そ
の
民
を
虐
げ
た
た
め
に
、
人
々
に
よ
っ
て
顛
覆
さ
れ
た
。

民
こ
そ
が
邑
を
存
立
さ
せ
る
か
な
め
な
の
だ
。
夏
の
君
（
架
）

が
民
の
怨
み
を
か
い
、
民
が
離
反
し
た
か
ら
こ
そ
、
我
々
は

夏
を
滅
ぼ
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
今
わ
が
君
は
ど
う

し
て
（
こ
の
夏
の
敗
亡
の
原
因
を
）
鑑
み
ら
れ
な
い
の
か
」

そ
こ
で
摯
（
伊
手
）
は
湯
に
（
面
会
し
て
）
言
っ
た
、
「
私
は

我
が
同
志
と
よ
く
力
を
合
わ
せ
（
夏
に
打
ち
勝
ち
）
ま
し
た
。

（
と
こ
ろ
が
）
今
、
民
は
邦
（
殷
）
か
ら
遠
ざ
か
り
（
ふ
た

た
び
夏
に
）
心
を
寄
せ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
」

湯
は
言
っ
た
、
「
あ
あ
、
私
は
民
に
対
し
て
何
を
す
れ
ば
、
人

々
が
私
の
言
葉
に
そ
む
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
る

だ
ろ
う
か
」

摯
は
言
っ
た
、
「
わ
が
君
、
民
に
お
与
え
な
さ
る
こ
と
で
す
。

夏
の
財
宝
は
国
に
満
ち
て
お
り
ま
す
。
（
そ
れ
を
分
け
与
え
る

と
の
）
よ
き
お
言
葉
を
つ
げ
な
さ
れ
ま
せ
」
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以
下
で
は
、
釈
読
に
関
す
る
先
学
の
見
解
の
中
か
ら
、
と
く
に

『
手
詰
』
全
体
の
理
解
に
関
わ
る
簡

2
か
ら
簡
3
に
か
け
て
の
伊

手
の
発
言
「
我
克
協
我
友
、
今
惟
民
遠
邦
蹄
志
」
と
簡
3
か
ら
簡

4
に
か
け
て
の
伊
手
の
発
言
「
后
其
喪
之
。
其
有
夏
之
金
玉
賓
邑
。

舎
之
吉
言
」
の
解
釈
を
取
り
上
げ
、
摩
名
春
「
清
華
簡
《
手
詰
》

篇
補
釈
」
（
注
17)
、
曹
方
向
「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
《
手
詰
》
篇

補
議
一
則
」
（
注
18)
を
中
心
に
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
簡
2
I
簡
3

「
我
克
協
我
友
、
今
惟
民
遠
邦
蹄
志
」
の
解
釈

で
あ
る
。

摩
名
春
氏
は
、
第
二
句
の
「
民
」
を
「
浪
滅
」
の
「
浪
」
の
意

と
し
、
「
我
克
協
我
友
」
を
自
ら
の
友
好
国
と
の
協
和
、
「
今
惟
浪

遠
邦
蹄
志
」
を
遠
国
の
離
反
心
の
根
絶
と
解
し
て
、
伊
手
が
湯
に

進
言
し
た
対
内
・
対
外
政
策
と
す
る
。
摩
氏
の
解
釈
で
疑
問
と
す

べ
き
は
、
天
下
の
王
た
る
も
の
に
と
っ
て
言
わ
ば
当
然
と
も
言
え

る
こ
の
伊
手
の
進
言
を
聞
い
た
湯
が
、
な
ぜ
動
揺
し
て
「
嗚
呼
、

吾
何
作
干
民
、
倖
我
衆
勿
違
朕
言
」
と
伊
手
に
問
い
か
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
た
廊
氏
の
解
釈
で

は
「
今
惟
民
遠
邦
蹄
志
」
の
「
今
」
が
浮
い
て
し
ま
い
、
対
内
・

対
外
政
策
の
う
ち
の
対
外
政
策
に
あ
た
る
遠
国
の
離
反
心
の
根
絶

そ
こ
で

め
た
。

（
湯
は
宣
言
を
お
こ
な
う
た
め
に
）
人
々
を
奄
に
集

が
、
な
ぜ
今
必
要
な
の
か
を
十
分
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

摩
氏
の
解
釈
に
対
し
て
曹
方
向
氏
は
、
「
我
克
協
我
友
」
と
「
今

惟
民
遠
邦
蹄
志
」
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
二
句
で
あ
る
と
し
、
第

一
句
の
「
友
」
を
外
邦
聯
盟
、
第
二
句
の
「
民
」
を
奄
の
殷
民
と

解
し
、
湯
は
「
我
克
協
我
友
」
と
の
発
問
に
は
応
ぜ
ず
、
関
心
は

も
っ
ば
ら
「
我
衆
（
民
）
」
が
「
違
朕
言
」
（
自
分
の
命
令
に
そ
む

く
）
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
し
、
『
湯
誓
』
と
の
関
連
を
踏
ま
え
て
、

第
二
句
は
当
時
の
殷
人
が
伐
夏
に
対
し
熱
心
に
支
持
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
解
釈
す
る
。

曹
氏
の
解
釈
は
『
湯
誓
』
と
関
連
づ
け
る
点
に
特
色
が
あ
る
が
、

疑
問
と
す
べ
き
は
、
『
湯
誓
』
が
夏
架
の
討
伐
を
前
に
し
て
兵
士
た

ち
に
お
こ
な
っ
た
湯
の
宣
言
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
手
詰
』
は
夏
架

討
伐
後
に
お
け
る
伊
手
と
湯
と
の
対
話
で
あ
り
、
両
者
は
全
く
状

況
を
異
に
す
る
点
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
『
手
詰
』
を
『
湯
誓
』

と
関
連
づ
け
て
解
釈
す
る
曹
氏
の
見
解
に
は
、
す
で
に
そ
の
前
提

に
問
題
が
あ
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

曹
氏
は
「
民
（
衆
）
」
を
殷
民
と
解
す
る
根
拠
と
し
て
、
末
尾
「
乃

致
衆
干
奄
中
邑
（
乃
ち
衆
を
奄
中
の
邑
に
致
む
）
」
の
「
奄
中
邑
」

が
殷
都
の
奄
を
指
す
こ
と
か
ら
、
「
致
衆
」
の
対
象
は
晒
に
居
住
す

る
殷
民
で
あ
り
、
そ
の
前
段
の
湯
や
伊
手
の
対
話
に
お
け
る
「
民
」

や
「
衆
」
も
殷
民
と
理
解
さ
れ
る
と
述
べ
る
。
し
か
し
『
手
詰
』

の
状
況
設
定
を
考
慮
す
れ
ば
、
「
乃
致
衆
千
奄
中
邑
」
の
「
衆
」
は
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殷
民
の
み
を
限
定
的
に
指
す
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
中
に

は
新
た
に
湯
の
支
配
下
に
入
っ
た
旧
夏
民
が
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ

て
い
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

「
厭
の
辟
、
怨
み
を
民
に
作
し
、
民
は
復
い
る
に
離
心
を
用
て

す
れ
ば
、
我
は
夏
を
躯
滅
せ
り
」
と
の
伊
手
の
言
葉
は
、
夏
の
最

大
の
敗
因
は
夏
民
の
「
離
心
」
に
あ
っ
た
と
の
認
識
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
殷
の
勝
利
の
背
後
に
は
、
間
諜
と
し
て
夏
に
潜
入
し
て

い
た
伊
手
と
架
に
反
意
を
い
だ
く
夏
民
た
ち
と
の
協
力
が
あ
っ
た

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
『
手
詰
』
は
夏
架
討
伐
後
の
出
来
事
と

し
て
設
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
上
述
の
ご
と
く
、
奄
に
凱
旋
し

た
湯
が
諸
侯
た
ち
に
殷
の
天
下
を
宣
言
し
た
『
湯
詰
』
の
後
に
『
咸

有
一
徳
』
を
位
置
づ
け
る
『
史
記
』
殷
本
紀
の
記
述
と
も
整
合
す

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
時
期
の
奄
に
は
、
殷
の
軍
勢
と
と
も
に
凱

旋
し
た
多
く
の
旧
夏
民
が
滞
在
し
て
い
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ

ろ
う
。こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
伊
手
が
湯
と
の
会
見
の
第
一

声
に
「
我
克
協
我
友
」
と
述
べ
た
理
由
も
明
白
と
な
る
。
す
な
わ

ち
夏
架
の
討
伐
は
「
我
友
」
で
あ
る
旧
夏
民
の
協
力
に
よ
っ
て
は

じ
め
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
湯

に
認
識
さ
せ
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
「
今
惟
民
遠
邦
蹄
志
」

は
、
今
、
旧
夏
民
の
間
に
反
殷
復
夏
の
動
き
が
あ
る
こ
と
を
湯
に

忠
告
す
る
内
容
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。

湯
が
勝
利
国
側
で
あ
る
殷
人
に
対
し
て
何
ら
か
の
賞
賜
を
行
な

う
こ
と
は
、
言
わ
ば
当
然
の
行
為
で
あ
り
、
戦
禍
を
被
ら
な
か
っ

た
奄
の
殷
民
が
、
凱
旋
後
の
湯
に
対
し
て
反
意
を
い
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
見
い
だ
し
が
た
い
。
一
方
、
奄
に
滞
在
す
る

旧
夏
民
に
と
っ
て
専
ら
の
関
心
事
は
、
架
の
討
伐
の
最
大
の
功
労

者
と
も
言
え
る
自
分
た
ち
に
対
し
て
、
湯
が
ど
の
よ
う
な
恩
賞
を

与
え
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
湯
は
こ
う

し
た
旧
夏
民
の
心
情
を
全
く
理
解
せ
ず
、
何
の
手
立
て
も
講
じ
よ

う
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
殷
に
反
感
を
抱
い
た
旧
夏
民

に
不
穏
な
動
き
が
生
じ
、
そ
れ
を
い
ち
早
く
察
知
し
、
殷
民
を
も

巻
き
込
ん
だ
大
規
模
な
暴
動
に
つ
な
が
る
こ
と
を
危
惧
し
た
伊
手

が
、
湯
へ
の
忠
告
に
踏
み
切
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
「
今
、
后
昂
ぞ

監
ざ
ら
ん
や
」
と
の
伊
手
の
慨
嘆
や
、
伊
手
の
忠
告
を
聞
い
た
後

の
「
嗚
呼
、
吾
れ
何
を
か
民
に
作
し
て
、
我
が
衆
の
朕
の
言
に
違

う
こ
と
勿
か
ら
し
め
ん
や
」
と
の
湯
の
動
揺
は
、
以
上
の
よ
う
な

状
況
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
了
解
し
得
る
。

続
い
て
、
伊
手
の
最
後
の
発
言
「
后
其
費
之
。
其
有
夏
之
金
玉

賞
邑
。
舎
之
吉
言
」
の
検
討
に
移
ろ
う
。
第
一
句
の
「
后
其
費
之
」

を
民
へ
の
恵
与
を
進
言
し
た
言
莱
と
解
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
第
二
句
の
「
其
有
夏
之
金
玉
賞

邑
」
に
つ
い
て
も
、
夏
架
の
財
宝
が
国
に
充
ち
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
問
題
は
、
第
三
句
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の
「
舎
之
吉
言
」
を
ど
う
解
釈
す
る
か
で
あ
る
。

摩
名
春
氏
は
「
舎
之
吉
言
」
の
「
吉
言
」
を
「
空
頭
好
話
」
の

意
と
し
、
「
其
有
夏
之
金
玉
宵
邑
、
舎
之
吉
言
」
を
、
夏
架
は
莫
大

な
財
宝
を
蓄
え
て
い
た
が
、
夏
民
に
そ
れ
を
分
か
ち
与
え
る
こ
と

を
せ
ず
、
民
衆
に
与
え
る
の
は
実
行
の
伴
わ
な
い
聞
こ
え
の
よ
い

言
葉
ば
か
り
で
あ
っ
た
、
と
解
釈
す
る
。
し
か
し
、
夏
架
が
貪
萎

で
夏
民
を
虐
待
し
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
周
知
の
事
実
で
あ
り
、

ま
さ
に
そ
れ
が
湯
に
よ
る
討
伐
の
最
大
の
理
由
で
も
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
場
面
で
伊
手
が
湯
に
向
か
っ
て
あ
ら
た
め
て
そ

れ
を
指
摘
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
ま
た
「
吉
言
」
を
「
空
頭

好
話
」
の
意
と
解
す
る
点
に
つ
い
て
も
少
し
く
牽
強
に
過
ぎ
る
で

あ
ろ
う
。

一
方
、
曹
方
向
氏
は
「
舎
之
吉
言
」
の
「
之
」
を
「
其
」
の
意

と
し
、
「
舎
其
吉
言
」
を
、
善
政
を
用
い
ず
、
仁
政
を
行
な
わ
な
か

っ
た
、
と
解
釈
す
る
。
曹
氏
も
磨
氏
と
同
じ
く
「
舎
之
吉
言
」
の

主
語
を
夏
架
と
す
る
が
、
や
は
り
曹
氏
の
解
釈
に
つ
い
て
も
、
夏

架
の
非
道
を
あ
ら
た
め
て
湯
に
説
く
必
用
が
あ
る
の
か
と
の
問
題

が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
「
吉
言
」
を
「
善
政
」
「
仁
政
」
と
と
る
点
に

つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
。

そ
れ
で
は
「
舎
之
吉
言
」
は
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
で

あ
ろ
う
か
。
『
手
詰
』
本
文
末
尾
の
「
乃
ち
衆
を
奄
中
の
邑
に
致
む
」

と
の
湯
の
行
為
は
、
そ
の
前
の
伊
手
の
「
后
其
賽
之
。
其
有
夏
之

金
玉
賓
邑
。
舎
之
吉
言
」
と
の
進
言
を
受
け
て
な
さ
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
「
舎
之
吉
言
」
は
第
一
句
の
「
后
、
其
れ

之
れ
に
費
え
」
を
受
け
、
末
尾
の
「
乃
ち
衆
を
奄
中
の
邑
に
致
む
」

と
の
行
動
に
結
び
つ
く
具
体
的
な
方
策
を
意
味
す
る
と
見
な
さ
れ

る
。
そ
し
て
こ
の
方
策
が
、
民
の
反
感
を
鎮
め
、
同
時
に
「
其
れ

有
夏
の
金
玉
、
邑
に
実
つ
」
と
の
現
況
に
即
応
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
「
吉
言
」
は
夏
架
が
蓄
え
た
財
宝
を
分
与

す
る
と
の
「
よ
き
言
葉
」
と
解
釈
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
「
舎
之
吉
言
」
と
は
、
「
民
に
（
夏
の
財
宝
を
分
け
与

え
る
と
の
）
よ
き
言
葉
を
つ
げ
よ
」
と
の
意
味
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。こ

の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
を
湯
の
命
令
に
従

わ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
方
策
の
内
容
が
明
瞭
と
な
り
、
末
尾
の

「
乃
ち
衆
を
奄
中
の
邑
に
致
む
」
と
の
行
為
も
、
夏
の
財
宝
を
分

け
与
え
る
と
い
う
「
吉
言
」
を
周
知
さ
せ
る
た
め
に
と
る
べ
き
最

初
の
手
立
て
と
し
て
、
整
合
的
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

最
後
に
触
れ
て
お
き
た
い
の
は
、
『
手
詰
』
に
お
け
る
「
民
」
と

「
衆
」
に
関
す
る
王
寧
「
清
華
簡
《
手
至
》
《
手
詰
》
中
的
II

衆
II

和
II

民
II

」
の
見
解
で
あ
る
（
注
19)°

王
氏
は
『
手
詰
』
お
よ
び
『
手

至
』
に
見
え
る
「
民
」
と
「
衆
」
に
つ
い
て
、
「
民
」
が
い
わ
ゆ
る

人
民
・
民
衆
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
衆
」
は
限
定
的
に
軍
隊
を
指
す

と
し
、
そ
の
傍
証
と
し
て
殷
墟
卜
辞
や
『
尚
書
』
胤
征
篇
、
湯
征
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篇
、
さ
ら
に
『
墨
子
』
明
鬼
下
篇
な
ど
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
た
と
え
王
氏
が
例
証
と
す
る
「
衆
」
が
軍
隊
を
意
味
し

た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
当
該
資
料
に
お
け
る
解
釈
に

と
ど
ま
り
、
『
手
詰
』
に
そ
の
ま
ま
適
用
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
『
手
詰
』
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の

内
容
に
即
し
て
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

『
手
詰
』
の
中
で
、
「
民
」
と
「
衆
」
と
の
対
応
が
見
え
る
の
は
，

以
下
の
①
・
②
の
二
箇
所
で
あ
る
。

①
夏
自
韮
心
其
有
民
、
亦
惟
蕨
照
。

②
嗚
呼
、
吾
何
作
干
民
、
伸
我
照
勿
違
朕
言
。

王
氏
は
①
に
つ
い
て
、
原
釈
が
「
絶
」
と
す
る
「
蔀
心
」
を
「
弦
」

ま
さ

と
の
音
通
か
ら
「
賢
」
の
意
と
し
、
夏
架
は
み
ず
か
ら
民
に
賢
れ

り
と
し
た
が
、
そ
れ
は
強
大
な
軍
隊
を
も
っ
て
い
た
か
ら
だ
、
と

解
釈
し
、
②
に
つ
い
て
は
、
あ
あ
、
わ
た
し
は
民
衆
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
す
べ
き
だ
ろ
う
か
、
ど
う
す
れ
ば
軍
隊
を
わ
た
し
の
命

令
に
背
か
な
い
よ
う
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
と
解
釈
す
る
。

王
氏
の
見
解
に
従
っ
た
場
合
、
①
の
伊
手
の
言
葉
は
、
民
と
軍

隊
と
の
二
元
論
的
な
立
場
か
ら
、
夏
架
の
敗
因
を
軍
隊
を
背
景
に

民
を
軽
視
し
た
点
に
見
い
だ
し
、
国
の
存
立
基
盤
と
し
て
の
民
の

重
視
を
説
く
も
の
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
②
の

湯
の
発
言
で
は
、
民
と
同
等
に
軍
隊
へ
の
対
処
が
問
題
と
さ
れ
て

お
り
、
民
を
最
上
と
す
る
伊
手
の
意
図
は
、
湯
に
は
ほ
と
ん
ど
伝

わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
王
氏
は
②
と
の
関
連
か
ら
、
『
手
詰
』
末
尾
の
一
文
「
乃

致
照
干
奄
中
邑
」
を
前
文
に
続
く
伊
手
の
発
言
と
見
て
、
（
管
理
強

化
の
た
め
に
）
軍
隊
を
奄
に
集
結
さ
せ
よ
、
と
解
釈
す
る
。
し
か

し
こ
れ
で
は
、
民
の
重
視
を
説
い
た
伊
手
自
身
が
軍
隊
へ
の
対
応

を
進
言
す
る
と
い
う
自
家
撞
着
に
陥
る
と
同
時
に
、
伊
手
の
進
言

を
受
け
て
湯
が
ど
う
対
処
し
た
の
か
が
全
く
記
さ
れ
な
い
こ
と
と

な
り
、
一
篇
の
構
成
と
し
て
不
自
然
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
よ
う
に
『
手
詰
』
に
お
け
る
「
衆
」
が
軍
隊
を
指
す
と
の

王
氏
の
見
解
に
は
従
い
が
た
い
が
、
「
民
」
と
「
衆
」
と
は
全
く
の

同
義
で
は
な
く
、
そ
こ
に
一
定
の
使
い
分
け
が
存
在
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
①
の
「
夏
は
自
ら
其
の
有
民
を
絶
ち
、
亦

た
惟
れ
衆
に
親
る
」
と
の
伊
手
の
言
葉
に
注
目
す
る
と
、
「
民
」
へ

の
断
絶
が
「
衆
」
に
よ
る
夏
の
顛
覆
に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
二
段

階
の
構
造
を
も
つ
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
た
②
の
「
嗚
呼
、
吾
何
を

か
民
に
作
し
て
、
我
が
衆
の
朕
の
言
に
違
う
こ
と
勿
か
ら
し
め
ん

や
」
と
の
湯
の
発
言
に
つ
い
て
も
、
湯
が
作
為
す
る
対
象
は
「
民
」

で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
衆
」
が
湯
の
命
令
に
背
か
な
い
よ

う
に
な
る
と
い
う
同
様
の
二
段
階
構
造
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
『
手
詰
』
に
お
け
る
「
民
」
は
、
広
く
一
般
人
民
を

指
す
も
の
で
は
な
く
、
君
主
の
支
配
下
に
あ
る
一
定
の
身
分
階
層
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本
章
で
は
、
前
章
に
お
け
る
内
容
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
『
手
詰
』

に
見
え
る
思
想
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
『
手
詰
』
は
全

文
百
十
二
字
の
短
篇
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
伊
手
や
湯
の

言
説
お
よ
び
両
者
の
関
係
か
ら
、
以
下
の
二
点
が
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
第
一
点
は
、
冒
頭
の
伊
手
の
言
葉
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
民

本
主
義
で
あ
る
。
伊
手
は
天
が
夏
を
敗
亡
さ
せ
た
原
因
を
分
析
し

て
、
「
夏
は
自
ら
其
の
有
民
を
絶
ち
、
亦
た
惟
れ
衆
に
豚
る
。
民
に

非
ざ
れ
ば
与
に
邑
を
守
る
も
の
亡
し
」
と
述
べ
、
夏
の
滅
亡
は
架

み
ず
か
ら
が
民
の
断
絶
に
よ
っ
て
招
い
た
も
の
で
あ
り
、
民
こ
そ

が
国
の
存
立
の
基
盤
で
あ
る
と
す
る
。
伊
手
の
意
図
は
、
い
わ
ゆ

る
今
日
的
な
民
主
主
義
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
政
治
手
段
と

し
て
、
君
主
に
対
す
る
民
の
帰
服
の
必
要
性
を
説
く
点
に
あ
る
。

こ
う
し
た
政
治
手
段
と
し
て
の
民
本
主
義
の
性
格
は
、
「
ど
う
す
れ

一
、
『
手
詰
』
の
思
想

を
念
頭
に
お
い
た
言
葉
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
「
衆
」
は

「
民
」
を
含
む
い
わ
ゆ
る
民
衆
の
意
味
で
あ
り
、
こ
の
民
衆
の
反

乱
こ
そ
国
の
滅
亡
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、
末

尾
の
「
乃
ち
衆
を
奄
中
の
邑
に
致
む
」
が
示
す
ご
と
く
、
反
乱
を

阻
止
す
る
た
め
に
先
ず
も
っ
て
急
務
と
さ
れ
た
の
は
「
衆
」
へ
の

周
知
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ば
人
々
を
私
の
言
葉
に
そ
む
か
な
い
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う

か
」
と
の
湯
の
問
い
か
け
に
対
し
て
、
「
民
に
与
え
よ
」
と
進
言
す

る
伊
手
の
言
葉
に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。

天
が
夏
を
敗
亡
さ
せ
た
原
因
は
、
夏
架
の
民
へ
の
断
絶
に
あ
る

と
す
る
伊
手
の
認
識
は
、
裏
を
返
せ
ば
民
を
保
ん
ず
る
こ
と
が
国

を
守
る
最
上
の
手
段
で
あ
る
と
の
民
本
主
義
に
結
び
つ
く
。
し
た

が
っ
て
、
『
手
詰
』
に
お
け
る
民
本
主
義
は
天
命
思
想
と
表
裏
一
体

の
関
係
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
点
は
、
湯
と
伊
手
と
の
特
殊
な
君
臣
関
係
で
あ
る
。
『
手
詰
』

に
お
け
る
伊
手
は
、
湯
に
対
し
て
終
始
、
能
動
的
に
描
か
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
冒
頭
の
伊
手
の
言
葉
に
見
え
る
「
我
は
夏
を
麒
滅

せ
り
」
と
の
断
言
は
、
た
と
え
「
我
」
が
「
我
々
」
と
い
う
意
味

で
そ
の
中
に
湯
を
含
め
た
表
現
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
主
体
は
あ

く
ま
で
も
伊
手
自
身
で
あ
り
、
夏
架
の
討
伐
は
も
っ
ぱ
ら
伊
手
に

よ
っ
て
な
さ
れ
た
か
の
ご
と
き
口
吻
で
あ
る
。
ま
た
「
今
、
后
昂

ぞ
監
ざ
ら
ん
や
」
と
の
湯
へ
の
批
判
と
、
そ
の
後
に
展
開
さ
れ
る

湯
へ
の
進
言
も
、
み
ず
か
ら
が
湯
を
主
導
し
て
殷
の
天
下
統
治
を

保
持
す
る
の
だ
と
の
強
い
使
命
感
に
貫
か
れ
て
い
る
。

一
方
こ
う
し
た
伊
手
に
対
し
て
、
湯
は
き
わ
め
て
受
動
的
で
あ

る
。
湯
は
滅
夏
の
原
因
を
み
ず
か
ら
鑑
み
て
、
殷
の
置
か
れ
た
現

状
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
伊
手
の
忠
告

に
対
し
て
も
、
「
嗚
呼
、
吾
れ
何
を
か
民
に
作
し
て
、
我
が
衆
の
朕
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の
言
に
違
う
こ
と
勿
か
ら
し
め
ん
や
」
と
全
面
的
に
伊
手
に
解
決

を
委
ね
、
そ
の
進
言
に
す
ぐ
さ
ま
従
う
従
順
な
王
と
し
て
描
か
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
『
史
記
』
殷
本
紀
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
、
徳

と
武
勇
と
を
兼
ね
備
え
た
聖
王
と
し
て
の
湯
の
姿
は
見
い
だ
さ
れ

な
い
（
注
20)0

こ
の
よ
う
に
『
手
詰
』
に
お
け
る
湯
と
伊
手
と
の
間
に
は
、
通

常
の
君
臣
関
係
で
は
理
解
し
が
た
い
特
殊
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
手
詰
』
冒
頭
に
お
か
れ

た
「
惟
れ
手
、
既
に
湯
と
咸
な
徳
を
一
に
す
る
有
り
」
と
の
一
文

で
あ
る
。
上
述
の
分
析
を
踏
ま
え
れ
ば
、
一
見
唐
突
に
も
み
え
る

こ
の
文
章
は
、
伊
手
と
湯
と
の
関
係
が
、
徳
の
共
有
と
い
う
、
通

常
の
君
臣
関
係
と
は
異
な
る
次
元
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
、
重
要
な
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
章
で
は
『
手
詰
』
の
思
想
に
つ
い
て
二
つ
の
観
点
か
ら
検
討

を
加
え
た
が
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
『
孟
子
』
の
な
か
に
こ

れ
ら
と
類
似
す
る
思
想
が
見
い
だ
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

ま
ず
『
手
詰
』
に
見
え
る
民
本
主
義
に
つ
い
て
、
『
孟
子
』
と
の

類
似
性
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
『
孟
子
』
に
民
を
政
道
の
根
本
と
す

る
一
種
の
民
本
主
義
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
す
で
に
多
く
の
先
学

四
、
『
手
詰
』
と
『
孟
子
』
と
の
類
似
性

が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
注
21)°

は
じ
め
に
引
用
す
る
の
は
、

『
孟
子
』
に
お
け
る
民
の
尊
重
を
示
す
言
葉
と
し
て
有
名
な
部
分

で
あ
る
（
注
22)o

孟
子
日
、
民
為
貴
、
社
稜
次
之
、
君
為
軽
。
是
故
得
乎
丘
民

而
為
天
子
、
得
乎
天
子
為
諸
侯
、
得
乎
諸
侯
為
大
夫
。
（
尽
心

下
篇
）

孟
子
日
く
、
「
民
を
貴
し
と
為
し
、
社
稜
之
に
次
ぎ
、
君
を
軽

し
と
為
す
。
是
の
故
に
丘
民
に
得
ら
れ
て
天
子
と
為
り
、
天

子
に
得
ら
れ
て
諸
侯
と
為
り
、
諸
侯
に
得
ら
れ
て
大
夫
と
為

る」
こ
れ
は
国
家
存
立
に
お
け
る
優
先
順
位
を
説
く
内
容
で
あ
り
、

「
丘
民
に
得
ら
れ
て
天
子
と
為
る
」
と
の
言
葉
か
ら
も
明
ら
か
な

ご
と
く
、
民
の
帰
服
を
得
て
は
じ
め
て
君
主
の
存
在
基
盤
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
思
考
は
、
滅
夏
の
原
因

を
民
へ
の
断
絶
に
求
め
、
「
民
に
非
ざ
れ
ば
与
に
邑
を
守
る
も
の
亡

し
」
と
述
べ
る
『
手
詰
』
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
。

次
は
滅
夏
・
滅
殷
の
原
因
を
説
く
部
分
で
あ
る
。

孟
子
日
、
架
紺
之
失
天
下
也
、
失
其
民
也
。
失
其
民
者
、
失
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其
心
也
。
得
天
下
有
道
。
得
其
民
、
斯
得
天
下
芙
。
得
其
民

有
道
。
得
其
心
、
斯
得
民
突
。
得
其
心
有
道
。
所
欲
輿
之
緊

之
、
所
悪
勿
施
爾
也
。
（
離
婁
上
篇
）

孟
子
日
く
、
「
架
紺
の
天
下
を
失
う
や
、
其
の
民
を
失
え
ば
な

り
。
其
の
民
を
失
う
者
は
、
其
の
心
を
失
え
ば
な
り
。
天
下

を
得
る
に
道
有
り
。
其
の
民
を
得
れ
ば
、
斯
に
天
下
を
得
。

其
の
民
を
得
る
に
道
有
り
。
其
心
を
得
れ
ば
、
斯
に
民
を
得
。

其
の
心
を
得
る
に
道
有
り
。
欲
す
る
所
は
之
を
与
え
之
を
緊

な

め
、
悪
む
所
は
施
す
勿
き
の
み
」

架
紺
の
敗
亡
の
原
因
を
「
其
の
民
を
失
う
」
に
求
め
、
民
心
を

獲
得
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
「
欲
す
る
所
は
之
を
与
え
之
を
緊

め
、
悪
む
所
は
施
す
勿
き
の
み
」
と
説
く
孟
子
の
主
張
は
、
滅
夏

の
原
因
を
「
其
の
有
民
を
絶
つ
」
に
求
め
、
民
の
反
意
を
鎮
静
さ

せ
「
我
が
衆
の
朕
の
言
に
違
う
こ
と
勿
か
ら
し
め
」
る
方
策
と
し

て
、
「
后
、
其
れ
之
れ
に
費
え
」
と
民
へ
の
恵
与
を
進
言
す
る
伊
手

の
主
張
と
、
顕
著
な
類
似
性
を
示
し
て
い
る
。
『
孟
子
』
に
お
け
る

民
本
主
義
も
、
『
手
詰
』
の
そ
れ
と
同
様
、
あ
く
ま
で
も
民
を
帰
順

さ
せ
る
た
め
の
政
治
手
段
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
民
本

主
義
と
天
命
思
想
と
が
表
裏
一
体
の
関
係
を
も
つ
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。

そ
れ
で
は
続
い
て
二
点
め
に
挙
げ
た
、
湯
と
伊
手
と
の
特
殊
な

君
臣
関
係
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
は
じ
め
に
取
り
上
げ
る
の
は
、

伊
手
が
湯
に
仕
え
る
に
い
た
っ
た
経
緯
に
関
す
る
万
章
と
孟
子
と

の
問
答
で
あ
る
。

萬
章
問
日
、
人
有
言
。
伊
手
以
割
烹
要
湯
。
有
諸
。
孟
子
日
、

否
、
不
然
。
伊
手
耕
於
有
宰
之
野
、
而
栗
尭
舜
之
道
焉
。
非

其
義
也
、
非
其
道
也
、
緑
之
以
天
下
、
弗
顧
也
。
繋
馬
千
駆
‘

弗
視
也
。
非
其
義
也
、
非
其
道
也
、
一
介
不
以
典
人
。
一
介

不
以
取
諸
人
。
湯
使
人
以
幣
聘
之
。
器
器
然
日
、
我
何
以
湯

之
聘
幣
為
哉
。
我
登
若
慮
吠
畝
之
中
、
由
是
以
栗
党
舜
之
道

哉
。
湯
三
使
往
聘
之
。
既
而
幡
然
改
日
、
輿
我
慮
吠
畝
之
中
、

由
是
以
栗
発
舜
之
道
、
吾
登
若
使
是
君
為
尭
舜
之
君
哉
。
吾

登
若
使
是
民
為
党
舜
之
民
哉
。
吾
登
若
於
吾
身
親
見
之
哉
。

天
之
生
此
民
也
、
使
先
知
覺
後
知
、
使
先
覺
覺
後
覺
也
。
予

天
民
之
先
覺
者
也
。
予
将
以
斯
道
覺
斯
民
也
。
非
予
覺
之
而

誰
也
。
思
天
下
之
民
、
匹
夫
匹
婦
、
有
不
被
党
舜
之
澤
者
、

若
己
推
而
内
之
溝
中
。
其
自
任
以
天
下
之
重
如
此
。
故
就
湯

而
説
之
、
以
伐
夏
救
民
。
吾
未
聞
柾
己
而
正
人
者
也
。
況
辱

己
以
正
天
下
者
乎
。
聖
人
之
行
不
同
也
。
或
遠
或
近
、
或
去

或
不
去
。
蹄
潔
其
身
而
巳
突
。
吾
聞
其
以
党
舜
之
道
要
湯
゜

未
聞
以
割
烹
也
。
伊
訓
日
、
天
誅
造
攻
、
自
牧
宮
、
朕
載
自

(168) 



奄
。
（
万
章
上
篇
）

万
章
問
い
て
日
く
、
「
人
に
言
有
り
。

II

伊
手
は
割
烹
を
以
て

こ
れ

湯
に
要
む
II

と
。
諸
有
り
や
」
と
。
孟
子
日
く
、
「
否
、
然
ら

ず
。
伊
手
は
有
幸
の
野
に
耕
し
て
、
発
舜
の
道
を
楽
し
む
。

其
の
義
に
非
ざ
る
や
、
其
の
道
に
非
ざ
る
や
、
之
を
禄
す
る

に
天
下
を
以
て
す
る
も
、
顧
み
ざ
る
な
り
。
繋
馬
千
駆
も
、

視
ざ
る
な
り
。
其
の
義
に
非
ざ
る
や
、
其
の
道
に
非
ざ
る
や
、

一
介
も
以
て
人
に
与
え
ず
。
一
介
も
以
て
諸
を
人
よ
り
取
ら

ず
。
湯
、
人
を
し
て
幣
を
以
て
之
を
聘
せ
し
む
。
器
跳
然
と

あ
に

し
て
日
く
、

II

我
何
ぞ
湯
の
聘
幣
を
以
て
為
さ
ん
や
。
我
登
吠

畝
の
中
に
処
り
、
是
に
由
り
て
以
て
発
舜
の
道
を
楽
し
む
に

若
か
ん
や
II

と
。
湯
三
た
び
往
き
て
之
を
聘
せ
し
む
。
既
に

し
て
幡
然
と
し
て
改
め
て
日
く
、

II

我
吠
畝
の
中
に
処
り
、
是

れ
に
由
り
て
以
て
発
舜
の
道
を
楽
し
ま
ん
よ
り
は
、
吾
登
是

の
君
を
し
て
発
舜
の
君
為
ら
し
む
る
に
若
か
ん
や
。
吾
登
是

の
民
を
し
て
甕
舜
の
民
為
ら
し
む
る
に
若
か
ん
や
。
吾
登
吾

が
身
に
於
て
親
し
く
之
を
見
る
に
若
か
ん
や
。
天
の
此
の
民

を
生
ず
る
や
、
先
知
を
し
て
後
知
を
覚
さ
し
め
、
先
覚
を
し

9

1

 

ょヽ

て
後
覚
を
覚
さ
し
む
。
予
は
天
民
の
先
覚
者
な
り
。
予
将
に

斯
の
道
を
以
て
斯
の
民
を
覚
さ
ん
と
す
。
予
之
を
覚
す
に
非

ず
し
て
誰
れ
ぞ
や
II

と
。
天
下
の
民
、
匹
夫
匹
婦
も
、
党
舜

お
の
れ

の
沢
を
被
ら
ざ
る
者
有
る
を
思
う
こ
と
、
己
推
し
て
之
を
溝

中
に
内
る
る
が
若
し
。
其
の
自
ら
任
ず
る
に
天
下
の
重
き
を

以
て
す
る
こ
と
此
の
如
し
。
故
に
湯
に
就
き
て
之
を
説
く
に
、

夏
を
伐
ち
民
を
救
う
こ
と
を
以
て
す
。
吾
未
だ
己
を
柾
げ
て

人
を
正
す
者
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
況
や
己
を
辱
め
て
以
て
天

下
を
正
す
者
を
や
。
聖
人
の
行
い
は
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。

或
い
は
遠
ざ
か
り
或
い
は
近
づ
き
、
或
い
は
去
り
或
い
は
去

ら
ず
。
其
の
身
を
潔
く
す
る
に
帰
す
る
の
み
。
吾
其
の
発
舜

の
道
を
以
て
湯
に
要
む
る
を
聞
く
も
、
未
だ
割
烹
を
以
て
すな

る
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
伊
訓
に
日
く
、
II

天
誅
攻
む
る
こ
と
を
造

ゎ

れ

は

じ

す
は
、
牧
宮
自
り
す
。
朕
は
奄
自
り
載
む
II

と」

「
伊
手
は
料
理
の
腕
を
振
る
っ
て
湯
に
取
り
入
っ
た
」
と
い
う

歴
史
伝
承
の
真
偽
を
万
章
が
質
問
し
た
の
に
対
し
て
、
孟
子
は
即

座
に
そ
れ
を
否
定
し
、
有
宰
の
野
で
耕
作
し
て
い
た
伊
手
が
、
湯

か
ら
の
三
度
の
招
聘
に
よ
う
や
く
重
い
腰
を
上
げ
た
の
で
あ
っ
て
、

決
し
て
伊
手
か
ら
湯
に
取
り
入
っ
た
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
い
、

と
断
言
す
る
（
注
23)°

孟
子
が
語
る
伊
手
の
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
「
天

民
の
先
覚
者
」
と
し
て
の
強
烈
な
自
負
は
、
『
手
詰
』
に
お
け
る
伊

手
の
意
志
と
符
合
し
、
『
手
詰
』
が
描
く
湯
に
対
す
る
伊
手
の
行
為

も
「
是
の
君
を
し
て
尭
舜
の
君
為
ら
し
む
る
」
た
め
の
具
体
的
な

実
践
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
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次
は
、
湯
と
伊
手
と
の
君
臣
関
係
を
孟
子
が
ど
の
よ
う
に
理
解

し
て
い
た
か
を
示
す
部
分
で
あ
る
。

（
孟
子
）
日
、
•
…
•
•
天
下
有
達
尊
三
。
爵
一
、
歯
一
、
徳
一
。

朝
廷
莫
如
爵
、
郷
黛
莫
如
歯
、
輔
世
長
民
莫
如
徳
。
悪
得
有

其
一
以
慢
其
二
哉
。
故
将
大
有
為
之
君
、
必
有
所
不
召
之
臣
、

欲
有
謀
焉
則
就
之
。
其
尊
徳
楽
道
、
不
如
是
、
不
足
以
有
為

也
。
故
湯
之
於
伊
手
、
學
焉
而
後
臣
之
、
故
不
努
而
王
。
桓

公
之
於
管
仲
、
學
焉
而
後
臣
之
、
故
不
努
而
覇
。
今
天
下
地

醜
徳
齊
、
莫
能
相
尚
、
無
他
。
好
臣
其
所
教
、
而
不
好
臣
其

所
受
教
。
湯
之
於
伊
弄
、
桓
公
之
於
管
仲
、
則
不
敢
召
。
管

仲
且
猶
不
可
召
、
而
況
不
為
管
仲
者
乎
。
（
公
孫
丑
下
篇
）

（
孟
子
）
日
く
、
「
…
…
天
下
に
達
尊
三
有
り
。
爵
一
、
歯

一
、
徳
一
。
朝
廷
に
て
は
爵
に
如
く
は
莫
く
、
郷
党
に
て
は

歯
に
如
く
は
莫
く
、
世
を
輔
け
民
に
長
た
る
に
は
徳
に
如
く

は
莫
し
。
悪
ん
ぞ
其
の
一
を
有
し
て
以
て
其
の
二
を
慢
る
を

得
ん
や
。
故
に
将
に
大
い
に
為
す
有
ら
ん
と
す
る
の
君
は
、

必
ず
召
さ
ざ
る
所
の
臣
有
り
て
、
謀
る
こ
と
有
ら
ん
と
欲
す

れ
ば
則
ち
之
に
就
く
。
其
の
徳
を
尊
び
道
を
楽
し
む
こ
と
、

是
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
、
以
て
為
す
有
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

故
に
湯
の
伊
手
に
於
け
る
、
学
び
て
後
に
之
を
臣
と
す
、
故

に
労
せ
ず
し
て
王
た
り
。
桓
公
の
管
仲
に
於
け
る
、
学
び
て

後
に
之
を
臣
と
す
、
故
に
労
せ
ず
し
て
覇
た
り
。
今
天
下
地

た

ぐ

、

ま

さ

は
醜
し
徳
は
斉
し
く
し
て
、
能
く
相
い
尚
る
も
の
莫
き
は
、

他
無
し
。
其
の
教
う
る
所
を
臣
と
す
る
を
好
み
て
、
其
の
教

え
を
受
く
る
所
を
臣
と
す
る
を
好
ま
ざ
れ
ば
な
り
。
湯
の
伊

手
に
於
け
る
、
桓
公
の
管
仲
に
於
け
る
は
、
則
ち
敢
え
て
召

さ
ず
。
管
仲
す
ら
且
つ
猶
お
召
す
べ
か
ら
ず
、
而
る
を
況
ん

た

や
管
仲
為
ら
ざ
る
者
を
や
」

も
と
も
と
自
分
の
方
か
ら
参
朝
し
よ
う
と
し
て
い
な
が
ら
、
斉

王
か
ら
の
お
召
し
に
応
じ
な
い
孟
子
の
行
為
が
、
君
臣
の
礼
に
反

す
る
と
の
景
子
の
批
判
に
対
し
て
、
孟
子
は
君
主
の
お
召
し
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
応
じ
る
通
常
の
君
臣
関
係
と
は
異
な
る
特
別
な
関
係

が
存
在
す
る
と
し
、
湯
と
伊
手
、
桓
公
と
管
仲
の
関
係
を
例
に
挙

げ
、
自
己
の
行
動
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
。
た
だ
し
「
五
覇
は

三
王
の
罪
人
な
り
」
（
告
子
下
篇
）
と
断
定
す
る
孟
子
に
と
っ
て
、

覇
者
の
桓
公
と
管
仲
と
の
関
係
は
「
管
仲
す
ら
且
つ
猶
お
召
す
べ

か
ら
ず
、
而
る
を
況
ん
や
管
仲
為
ら
ざ
る
者
を
や
」
と
、
孟
子
自

身
が
「
召
さ
ざ
る
所
の
臣
」
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
の
引

き
合
い
で
あ
り
、
孟
子
が
最
も
理
想
と
し
た
の
は
、
王
者
た
る
湯

と
伊
手
と
の
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
故
に
将
に
大
い
に
為
す
有
ら
ん
と
す
る
の
君
は
、
必
ず
召
さ
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孟
子
日
く
、
「
…
…
匹
夫
に
し
て
天
下
を
有
つ
者
は
、
徳
必
ず

ざ
る
所
の
臣
有
り
て
、
謀
る
こ
と
有
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
則
ち
之
に

就
く
」
と
の
言
葉
は
、
伊
手
に
問
題
の
解
決
を
全
面
的
に
委
ね
る

湯
の
姿
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
「
湯
の
伊
手
に
於
け
る
、
学
び
て

後
に
之
を
臣
と
す
、
故
に
労
せ
ず
し
て
王
た
り
」
と
の
孟
子
の
発

言
か
ら
は
、
湯
が
天
下
の
王
と
な
る
た
め
に
実
質
的
な
役
割
を
果

た
し
た
の
は
伊
手
で
あ
っ
た
と
の
認
識
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る。
伊
手
に
対
す
る
孟
子
の
理
解
は
、
孔
子
お
よ
び
夏
の
益
・
殷
の

伊
弄
・
周
の
周
公
が
天
下
を
保
有
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
理
由

を
説
明
し
た
以
下
の
部
分
に
よ
っ
て
さ
ら
に
明
瞭
と
な
る
。

子
日
、
…
…
匹
夫
而
有
天
下
者
、
徳
必
若
舜
萬
‘
而
又
有

天
子
薦
之
者
。
故
仲
尼
不
有
天
下
。
網
世
而
有
天
下
、
天
之

所
廂
、
必
若
架
紺
者
也
。
故
盆
•
伊
弄
・
周
公
不
有
天
下
。

伊
手
相
湯
、
以
王
於
天
下
。
湯
崩
、
太
丁
未
立
、
外
丙
二
年
、

仲
壬
四
年
。
太
甲
顛
覆
湯
之
典
刑
。
伊
弄
放
之
於
桐
三
年
、

太
甲
悔
過
、
自
怨
自
文
、
於
桐
慮
仁
遷
義
三
年
、
以
聴
伊
手

之
訓
己
也
、
復
帰
干
奄
。
周
公
之
不
有
天
下
、
猶
盆
之
於
夏
、

伊
手
之
於
殷
也
。
孔
子
日
、
唐
虞
祠
、
夏
后
殷
周
撒
。
其
義

也
。
（
万
章
上
篇
）

舜
萬
の
若
く
に
し
て
、
又
天
子
の
之
を
薦
む
る
者
有
り
。
故

に
仲
尼
は
天
下
を
有
た
ず
。
世
を
継
い
で
天
下
を
有
つ
も
の
、

天
の
廃
す
る
所
は
、
必
ず
架
紺
の
若
き
者
な
り
。
故
に
益
・

伊
手
・
周
公
は
天
下
を
有
た
ず
。
伊
手
は
湯
に
相
と
し
て
、

以
て
天
下
に
王
た
ら
し
む
。
湯
崩
じ
、
太
丁
未
だ
立
た
ず
、

外
丙
は
二
年
、
仲
壬
は
四
年
。
太
甲
、
湯
の
典
刑
を
顛
覆
す
。

伊
手
之
を
桐
に
放
つ
こ
と
三
年
、
太
甲
、
過
を
悔
い
、
自
ら

お
さ

怨
み
自
ら
文
め
て
、
桐
に
於
て
仁
に
処
り
義
に
遷
る
こ
と
三

年
、
以
て
伊
手
の
己
に
訓
う
る
を
聴
く
や
、
奄
に
復
帰
す
。

周
公
の
天
下
を
有
た
ざ
る
は
、
猶
お
益
の
夏
に
於
け
る
、
伊

手
の
殷
に
於
け
る
が
ご
と
き
な
り
。
孔
子
日
く
、

II

唐
虞
は

禅
り
、
夏
后
殷
周
は
継
ぐ
。
其
の
義
は
一
な
り
II

と」

孟
子
は
、
一
介
の
平
民
が
天
下
を
保
有
す
る
た
め
の
条
件
と
し

て
、
舜
や
萬
の
よ
う
な
天
下
の
保
有
者
た
る
徳
を
も
つ
こ
と
、
天

子
の
推
薦
が
あ
る
こ
と
の
二
つ
を
あ
げ
、
孔
子
が
天
下
を
保
有
す

る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
の
は
、
第
二
条
件
で
あ
る
天
子
の
推
薦
が

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
説
く
。
ま
た
、
血
縁
相
続
に
よ
っ
て
天

下
の
保
有
者
に
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
架
や
紺
の
よ
う
な
暴

虐
の
徒
で
な
け
れ
ば
天
は
こ
と
さ
ら
に
廃
除
し
な
い
と
し
、
そ
れ

故
に
益
•
伊
手
・
周
公
は
天
下
を
保
有
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た

と
述
べ
る
。

(171) 



孔
子
に
つ
い
て
の
前
段
と
の
関
連
を
踏
ま
え
れ
ば
、
益
•
伊
手
・

周
公
の
場
合
も
当
然
、
舜
や
萬
の
ご
と
き
徳
を
も
つ
こ
と
が
前
提

と
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
徳
に
つ
い
て
の
第
一
条
件
は
満
た
し
て

い
た
も
の
の
、
仕
え
た
君
主
が
架
や
紺
の
よ
う
な
暴
虐
の
徒
で
な

か
っ
た
た
め
に
、
天
下
を
保
有
す
る
に
い
た
ら
な
か
っ
た
と
の
論

理
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
続
く
後
段
の
伊

手
に
よ
る
太
甲
の
追
放
と
復
位
に
関
す
る
記
述
は
、
湯
の
典
刑
を

顛
覆
し
た
太
甲
を
例
に
あ
げ
て
、
架
紺
ほ
ど
で
な
け
れ
ば
天
は
安

易
に
見
捨
て
な
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
歴
史
的
に
証
明
し
よ
う
と

し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

孟
子
は
こ
の
よ
う
に
、
孔
子
が
天
下
を
保
有
し
な
か
っ
た
理
由

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
孔
子
が
尊
敬
し
た
周
公
が
天
下
を
保
有

し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
も
、
夏
殷
周
三
代
に
お
よ
ぶ
歴
史
事

象
を
踏
ま
え
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
伊
手
が
益
や
周
公
と
と
も
に
王
者

た
る
徳
を
備
え
な
が
ら
天
下
を
保
有
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
一
人

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
伊
手
を
有
徳
者
と
見

な
す
孟
子
の
認
識
は
、
「
惟
れ
手
、
既
に
湯
と
咸
な
徳
を
一
に
す
る

有
り
」
と
述
べ
て
伊
手
は
湯
と
同
じ
徳
を
有
し
て
い
た
と
す
る
『
手

詰
』
の
そ
れ
と
符
合
し
、
両
者
に
は
伊
手
を
湯
と
同
等
の
位
置
に

押
し
上
げ
よ
う
と
す
る
共
通
の
志
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
『
手
詰
』
と
『
孟
子
』
と
の
間
に
は
顕
著
な
類
似

五
、
『
手
詰
』
の
成
立
時
期

性
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
現
象
は
、
両
者
が

何
ら
か
の
関
連
を
持
つ
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る

の
は
、
『
手
詰
』
と
『
孟
子
』
と
の
先
後
関
係
で
あ
る
。
次
章
で
は

こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
『
手
詰
』
の
成
立
時
期
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。

『
手
詰
』
の
成
立
時
期
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
ま
ず
基
準
と

す
べ
き
は
、
清
華
簡
の
年
代
で
あ
る
。
上
述
の
ご
と
く
、
無
字
の

竹
簡
を
用
い
た
炭
素
14
の
年
代
測
定
お
よ
び
年
輪
補
正
の
結
果
、

清
華
簡
の
年
代
は
紀
元
前
三

0
五
土
三

0
年
、
す
な
わ
ち
前
三
三

五
年
か
ら
前
二
七
五
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
竹
が
伐
採
さ
れ
て

か
ら
竹
簡
の
加
工
を
経
て
書
写
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
長

期
の
タ
イ
ム
ラ
グ
は
生
じ
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
年
代
は

ほ
ぼ
書
写
年
代
の
目
安
に
な
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
『
孟
子
』
七
篇
の
分
析
か
ら
知
ら
れ
る
孟
子
の
確
実
な
活

躍
時
期
は
、
梁
の
恵
王
と
会
見
し
た
紀
元
前
三
二

0
年
か
ら
魯
の

平
公
と
の
会
見
が
不
首
尾
に
終
わ
っ
た
紀
元
前
三

0
五
年
に
い
た

る
十
六
年
間
で
あ
り
（
注
24)
、
『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
伝
に
よ
れ
ば
、

そ
の
後
は
郷
里
の
郡
に
帰
っ
て
弟
子
の
万
章
ら
と
と
も
に
詩
書
の

整
理
や
『
孟
七
篇
の
述
作
に
あ
た
っ
た
と
伝
え
ら
れ
、
生
卒
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年
は
お
お
よ
そ
前
三
七

0
年
か
ら
前
二
九

0
年
ご
ろ
と
推
定
さ
れ

て
い
る
和
25)0

し
た
が
っ
て
、
清
華
簡
は
孟
子
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
書
写
さ
れ
た

テ
キ
ス
ト
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
原
本
が
成
立
し
て
か
ら
流
布
す

る
ま
で
の
期
間
を
考
慮
す
れ
ば
、
清
華
簡
の
原
本
が
成
立
し
た
時

期
は
、
孟
子
以
前
に
朔
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
推
測
を
さ
ら
に
有
力
に
裏
付
け
る
根
拠
と
な
る
の
が
、

第
一
章
で
も
取
り
上
げ
た
郭
店
簡
『
縦
衣
』
お
よ
び
上
博
簡
『
紺

衣
』
に
『
手
詰
』
が
称
引
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

郭
店
簡
が
出
土
し
た
郭
店
一
号
楚
墓
の
下
葬
年
代
は
、
墓
葬
形

態
や
副
葬
品
の
分
析
か
ら
、
お
よ
そ
紀
元
前
三

0
0年
頃
と
推
定

さ
れ
て
お
り
、
炭
素
1
4
の
年
代
測
定
の
結
果
か
ら
も
そ
れ
が
裏
付

け
ら
れ
る
。
ま
た
湖
北
省
の
楚
墓
か
ら
盗
掘
さ
れ
た
と
見
な
さ
れ

る
上
博
簡
も
、
炭
素
1
4
の
年
代
測
定
に
よ
っ
て
、
郭
店
簡
と
ほ
ぼ

同
時
期
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

『
礼
記
』
細
衣
篇
は
、
中
庸
篇
・
表
記
篇
・
坊
記
篇
と
と
も
に

も
と
は
『
子
思
子
』
に
含
ま
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
『
細

衣
』
原
本
は
子
思
学
派
の
拠
点
で
あ
っ
た
魯
で
成
立
し
た
と
推
測

さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
細
衣
』
の
テ
キ
ス
ト
が
楚
に
流
伝
し
墓

主
が
入
手
し
て
副
葬
品
と
し
て
埋
葬
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
を
考
慮

す
れ
ば
、
『
細
衣
』
原
本
が
成
立
し
た
の
は
、
戦
国
前
期
（
前
四
〇

三
年

S
前
三
四
三
年
）
も
し
く
は
そ
れ
以
前
と
見
な
さ
れ
る
（
注
26)0

そ
し
て
『
細
衣
』
に
称
引
さ
れ
る
『
手
詰
』
の
成
立
が
そ
れ
を
さ

ら
に
渕
る
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
り
、
『
手
詰
』
が
孟
子
以
前
に
存

在
し
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
『
手
詰
』
と
『
細
衣
』

と
の
学
派
の
共
通
性
で
あ
る
。
『
手
詰
』
が
『
尚
書
』
に
属
す
る
こ

と
は
、
『
細
衣
』
が
称
引
す
る
「
手
詰
」
（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
そ

の
名
称
か
ら
す
で
に
明
ら
か
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
手
詰
』
が
魯
の

孔
子
旧
宅
の
壁
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
孔
壁
古
文
『
尚
書
』
の
一
篇

で
あ
る
『
咸
有
一
徳
』
に
該
当
す
る
こ
と
か
ら
も
明
確
に
裏
付
け

ら
れ
る
。
そ
し
て
『
細
衣
』
の
称
引
と
魯
の
孔
壁
出
現
と
い
う
二

つ
の
事
実
は
、
『
手
詰
』
が
子
思
学
派
と
深
い
つ
な
が
り
を
も
つ
書

篇
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
し
た
が
っ
て
学
派
の
共
通
性
と

い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
両
者
の
成
立
時
期
は
比
較
的
接
近
し
て
い

た
可
能
性
も
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
手
詰
』
の
成
立
時
期
の
下
限
は
お
お
よ
そ
戦
国

前
期
と
見
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
上
限
は
い
つ
頃

に
設
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、

『
手
諧
』
に
見
え
る
対
話
形
式
に
注
目
し
て
み
た
い
。
「
手
、
天
の

西
邑
夏
を
敗
る
を
念
い
て
日
く
」
と
し
て
導
か
れ
る
伊
手
の
最
初

の
言
葉
は
、
そ
の
内
容
や
末
尾
の
「
今
、
后
昂
ぞ
監
ざ
ら
ん
や
」

と
の
語
か
ら
、
湯
に
向
け
ら
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
、
湯
の
返
答
は
記
さ
れ
ず
、
そ
の
後
は
「
摯
、
湯
に
告
げ
て
日
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こ
う
し

く
」
と
伊
手
と
湯
と
の
対
話
の
場
面
に
転
換
し
て
い
る
。

た
状
況
か
ら
、
最
初
の
伊
手
の
言
葉
は
、
後
段
で
展
開
さ
れ
る
よ

う
な
湯
と
の
直
接
対
話
で
は
な
く
、
滅
夏
後
の
殷
が
直
面
し
た
問

題
に
対
す
る
伊
手
の
独
言
あ
る
い
は
自
問
と
し
て
理
解
す
べ
き
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
『
手
諾
』
は
こ
の
伊
手
の
独
言
を
起
点
と
し
て
「
摯

告
湯
日
」
↓
「
湯
日
」
↓
「
摯
日
」
と
両
者
の
直
接
対
話
が
展
開

し
て
い
く
の
で
あ
る
。

一
方
、
『
手
詰
』
と
同
じ
「
詰
」
の
名
称
を
も
つ
書
篇
を
中
心
に

『
尚
書
』
の
形
式
を
ご
く
大
ま
か
に
概
観
す
る
と
、
最
も
古
層
に

属
す
る
と
さ
れ
る
周
書
の
五
詰
の
う
ち
、
王
と
臣
下
と
が
交
互
に

や
り
取
り
す
る
形
式
と
い
う
点
で
は
、
周
公
と
成
王
が
登
場
す
る

『
洛
詰
』
に
比
較
的
近
い
。
し
か
し
『
手
詰
』
の
よ
う
に
直
接
的

な
対
話
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
『
洛
詰
』
で
は
両
者
の
言
葉

が
交
互
に
形
式
的
な
ま
と
ま
り
を
も
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
文
体
に
つ
い
て
も
『
尚
書
』
特
有
の
荘
重
か
つ
晦
渋
な
表
現
が

用
い
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
資
料
が
周
王
室
の
史
官
の
記
録
に
由
来

す
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
（
注
27)
。
参
考
ま
で
に
『
洛
詰
』
の
冒

頭
部
分
（
書
き
下
し
文
）
を
引
用
し
て
み
よ
う
（
注
28)0

周
公
、
拝
手
稽
首
し
て
日
く
、
朕
、
子
の
明
辟
（
君
）
に
復

（
命
）
す
。
王
、
敢
え
て
天
の
基
命
定
命
に
及
ば
ざ
る
が
如

み

し
。
予
乃
ち
保
（
大
保
）
に
胤
ぎ
て
、
大
い
に
東
土
を
相
、

あ
し
た

は
じ

其
れ
基
め
て
民
の
明
辟
を
作
せ
り
。
予
は
惟
れ
乙
卯
、
朝
に

洛
の
師
に
至
る
。
我
、
河
朔
の
黎
水
を
卜
す
。
我
乃
ち
澗
水

の
東
・
涸
水
の
西
を
卜
せ
る
に
、
惟
れ
洛
の
み
食
せ
り
。
我

又
漉
水
の
東
を
卜
せ
る
に
、
亦
惟
れ
洛
の
み
食
せ
り
。
来
り

て
図
を
以
て
し
、
及
び
卜
を
献
ぜ
し
む
。

つ
つ
し

王
、
拝
手
稽
首
し
て
日
く
、
公
、
敢
え
て
天
の
休
を
敬
ま
ず

み

な

ん
ば
あ
ら
ず
。
来
り
て
宅
を
相
、
其
れ
周
の
匹
休
と
作
れ
と
。

公
、
既
に
宅
を
定
む
。
来
ら
し
め
、
来
り
て
予
に
卜
の
休
（
吉
）

な
る
を
視
す
。
恒
し
く
我
が
二
人
の
共
に
貞
（
卜
）
せ
し
を

吉
と
す
。
公
、
其
れ
予
と
万
億
年
ま
で
、
天
の
休
を
敬
し
ま

ん。

こ
う
し
た
相
違
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
『
手
詰
』
に
見
え
る
直
接
的

な
対
話
体
は
、
史
官
の
記
録
と
し
て
の
『
尚
書
』
の
伝
統
が
薄
れ
、

『
論
語
』
な
ど
に
見
え
る
よ
う
な
問
答
体
が
『
尚
書
』
中
に
滲
入

し
て
い
く
時
期
に
相
当
し
、
そ
の
上
限
は
孔
子
没
後
の
春
秋
末
頃

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
れ
に
関
連
し
て
留
意
さ
れ
る
の
は
、
『
手
詰
』
の
名
称
の
問
題

で
あ
る
。
『
細
衣
』
の
称
引
か
ら
明
ら
か
な
ご
と
く
、
『
手
詰
』
は

す
で
に
戦
国
前
期
に
お
い
て
「
詰
」
を
付
し
た
名
称
を
有
し
て
い

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、

書
篇
の
大
部
分
は
君
王
に
関
す
る
詰
命
の
辞
と
し
て
の
性
格
を
も
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前
章
の
検
討
に
よ
っ
て
、
『
手
諧
』
が
孟
子
以
前
に
存
在
し
た
こ

と
は
、
ほ
ぼ
確
実
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
孟
子
の
思
想

形
成
に
お
け
る
『
尚
書
』
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
、
あ
ら
た
め

て
『
手
詰
』
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

上
述
の
ご
と
く
、
孟
子
の
事
跡
を
具
体
的
に
た
ど
り
得
る
の
は
、

す
で
に
自
己
の
思
想
を
確
立
さ
せ
て
諸
国
を
遊
説
し
て
い
た
時
期

に
あ
た
り
、
そ
れ
以
前
の
い
わ
ば
思
想
形
成
期
に
お
け
る
孟
子
の

事
跡
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
唯
一

六
、
孟
子
の
思
想
形
成
に
お
け
る
『
尚
書
』
の
影
響

ち
、
そ
れ
は
上
述
し
た
王
室
の
史
官
の
記
録
と
し
て
の
『
尚
書
』

の
本
質
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
『
手
詰
』

は
、
滅
夏
後
の
民
へ
の
対
応
に
関
す
る
伊
手
と
湯
と
の
対
話
を
記

し
た
も
の
で
あ
り
、
詰
命
の
辞
と
は
到
底
見
な
し
が
た
い
。
こ
う

し
た
内
容
と
篇
名
と
の
甑
甑
は
、
『
手
詰
』
の
篇
名
が
、
周
書
の
五

詰
な
ど
と
は
か
な
り
時
代
の
降
っ
た
時
期
に
、
書
篇
と
し
て
位
置

付
け
る
た
め
の
明
ら
か
な
作
為
と
し
て
付
与
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆

す
る
で
あ
ろ
う
（
注
29)o

本
章
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
検
討
結
果
を
総
合
的
に
踏
ま
え
れ

ば
、
『
手
詰
』
の
成
立
時
期
は
、
お
お
よ
そ
春
秋
末
か
ら
戦
国
前
期

の
間
と
推
定
さ
れ
る
（
注
30)0

の
手
が
か
り
は
、
『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
伝
に
、
孟
子
は
子
思
の
門

人
か
ら
教
え
を
受
け
た
と
の
記
述
が
見
え
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て

そ
れ
が
一
定
の
信
憑
性
を
も
つ
こ
と
は
、
子
思
学
派
の
著
作
と
さ

れ
る
『
礼
記
』
中
庸
・
表
記
・
坊
記
・
細
衣
の
諸
篇
や
郭
店
簡
『
五

行
』
・
『
六
徳
』
・
『
性
自
命
出
』
・
上
博
簡
『
性
情
論
』
な
ど
と
『
孟

子
』
と
の
間
に
認
め
ら
れ
る
思
想
的
類
縁
性
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら

れ
る
（
注
包
°

こ
の
よ
う
に
孟
子
は
そ
の
思
想
形
成
期
に
子
思
学
派
か
ら
の
影

響
を
受
け
た
と
見
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
子
思
学
派
と
の
関

連
か
ら
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
孟
子
』
が
引
用
す
る
『
尚
書
』
に
周

書
と
と
も
に
商
書
が
多
く
見
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
詩
書
の
重
視
は
孔
子
に
は
じ
ま
る
儒
家
の

伝
統
で
あ
り
、
儒
家
系
文
献
に
お
け
る
詩
書
の
引
用
は
決
し
て
珍

し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
時
代
や
思
想
内
容
と

の
関
連
か
ら
一
定
の
傾
向
性
が
認
め
ら
れ
る
。
今
、
当
面
の
問
題

で
あ
る
『
尚
書
』
の
引
用
に
つ
い
て
み
る
と
（
注
32)

、
例
え
ば
『
荀

子
』
で
は
周
書
十
三
条
に
対
し
て
商
書
一
条
で
あ
る
の
に
対
し
、

『
孟
子
』
で
は
周
書
八
条
に
対
し
て
商
書
十
条
と
な
っ
て
い
る
。

革
命
思
想
を
展
開
す
る
孟
子
に
と
っ
て
、
最
初
の
武
力
革
命
を
遂

行
し
た
湯
と
伊
手
の
事
跡
を
記
す
商
書
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
こ

と
は
、
当
然
と
も
言
え
る
が
、
留
意
す
べ
き
は
、
子
思
学
派
の
著

作
と
見
な
さ
れ
る
『
礼
記
』
細
衣
篇
に
も
、
周
書
八
条
に
対
し
て
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商
書
六
条
と
、
同
様
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。

も
と
よ
り
『
尚
書
』
の
引
用
数
だ
け
で
学
派
の
性
格
を
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
細
衣
篇
に
商
書
か
ら
の

引
用
が
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
子
思
学
派
に

お
い
て
商
書
は
周
書
と
と
も
に
重
視
す
べ
き
書
篇
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
『
孟
子
』
の
引
用

に
も
、
子
思
学
派
の
そ
う
し
た
認
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る

こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
（
注
33)°

し
た
が
っ
て
、
前
章
で
指
摘
し
た

『
手
詰
』
と
子
思
学
派
と
の
密
接
な
関
係
も
、
子
思
学
派
に
お
け

る
商
書
重
視
と
い
う
文
脈
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て
、
こ
の
よ
う
な
子
思
学
派
を
紐
帯
と
す
る
『
孟
子
』
と
『
手
詰
』

と
の
緊
密
な
結
び
つ
き
を
踏
ま
え
れ
ば
、
孟
子
が
『
細
衣
』
に
も

称
引
さ
れ
た
『
手
詰
』
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
は
高
い
と
見
な
さ

れ
る
。そ

れ
で
は
孟
子
の
思
想
形
成
と
い
う
観
点
か
ら
、
あ
ら
た
め
て

『
手
詰
』
の
意
義
を
二
点
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

第
一
は
、
湯
と
伊
手
に
よ
る
夏
架
の
武
力
討
伐
を
天
命
と
見
な

す
易
姓
革
命
説
が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
孟
子
の
易
姓
革
命
説

の
形
成
に
『
尚
書
』
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
『
孟
子
』

に
引
用
さ
れ
た
書
篇
の
逸
文
の
検
討
を
通
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
（
注
34)
、
そ
の
実
態
は
十
分
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

『
手
詰
』
の
発
見
に
よ
っ
て
、
両
者
の
影
響
関
係
が
は
じ
め
て
具

体
的
に
証
明
さ
れ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
つ
。

し
か
も
孟
子
の
易
姓
革
命
説
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
民
本
主

義
も
『
手
詰
』
の
中
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
孟
子
の
易
姓
革
命

説
の
基
本
的
な
枠
組
み
は
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
前
期
に
か
け
て
成

立
し
た
書
篇
の
な
か
に
す
で
に
明
確
な
形
で
存
在
し
た
こ
と
が
、

あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
は
、
伊
手
を
湯
と
同
じ
有
徳
者
と
見
な
す
一
種
の
素
王
説

が
認
め
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
第
四
章
に
お
い
て
引
用
し
た
万
章
上

篇
の
記
述
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
お
り
、
孟
子
は
益
ー
伊
手
ー
周
公

と
い
う
系
列
を
設
定
し
、
彼
ら
も
徳
の
面
で
は
天
下
の
王
と
な
る

資
格
は
十
分
に
そ
な
わ
っ
て
い
た
が
、
た
ま
た
ま
天
運
が
悪
か
っ

た
た
め
に
王
に
な
れ
な
か
っ
た
の
だ
と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な

王
の
補
佐
役
を
素
王
と
し
て
位
置
付
け
る
儒
家
の
思
考
は
、
ま
ず

孔
子
が
尊
敬
し
た
周
公
に
適
用
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
湖
っ
て
伊
手
・

益
と
い
う
系
譜
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
重

視
す
べ
き
は
、
先
に
引
い
た
孟
子
の
発
言
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
お

り
、
儒
家
に
お
け
る
素
王
説
の
最
大
の
眼
目
が
、
孔
子
は
な
ぜ
王

に
な
れ
な
か
っ
た
の
か
を
合
理
的
に
説
明
す
る
点
に
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
手
詰
』
に
み
え
る
伊
手
素
王
説
は
、
そ

の
前
提
と
な
る
周
公
素
王
説
か
ら
孔
子
素
王
説
へ
と
連
な
る
思
考

が
、
す
で
に
孟
子
以
前
の
段
階
で
存
在
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
（
注
35)°

さ
ら
に
こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
『
手
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本
稿
で
は
、
清
華
簡
『
手
詰
』
の
内
容
を
検
討
し
、
孟
子
と
の

関
連
を
中
心
に
そ
の
思
想
史
的
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
。

『
尚
書
』
は
ま
ず
周
書
の
五
詰
な
ど
を
中
心
と
す
る
西
周
期
に

潮
る
原
初
的
な
部
分
を
核
と
し
、
よ
り
時
代
の
古
い
商
書
•
夏
書
・

虞
書
と
い
っ
た
諸
書
は
、
そ
の
後
に
加
上
さ
れ
て
成
立
し
た
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。
詩
書
の
整
理
は
孔
子
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
が
‘

そ
の
伝
統
は
孔
子
後
学
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
歴
史
事
象
を
通
し

て
儒
家
の
正
当
性
を
証
明
す
る
た
め
の
有
力
な
手
段
の
一
っ
と
し

て
、
書
篇
の
加
上
と
増
修
が
推
進
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
中
心
的

な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
魯
に
お
け
る
子
思
学
派
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
『
史
記
』
孟
子
荀
卿
列
伝
が
、
「
退
き
て
万
章
の
徒

と
と
も
に
詩
書
を
序
し
、
仲
尼
の
意
を
述
べ
、
孟
子
七
篇
を
作
る
」

と
詩
書
の
整
理
を
『
孟
子
』
七
篇
の
述
作
と
と
も
に
特
記
す
る
の

も
、
そ
う
し
た
伝
統
が
子
思
学
派
を
経
て
孟
子
に
受
け
継
が
れ
て

い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
「
尽
く
書
を
信
ず
れ
ば
、
則
ち
書

無
き
に
如
か
ず
」
（
尽
心
下
篇
）
と
の
批
判
も
、
孟
子
に
と
っ
て
の

結

語

詰
』
冒
頭
の
「
惟
手
既
及
湯
咸
有
徳
」
の
「
咸
」
と
は
、
天
下

の
王
た
る
資
格
を
も
つ
有
徳
者
た
ち
を
言
外
に
含
ん
だ
表
現
で
あ

っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
尚
書
』
が
、
あ
く
ま
で
も
儒
家
の
正
当
性
を
裏
付
け
る
た
め
の

手
段
に
他
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
春
秋
末
か
ら
戦
国
期
に
か
け
て
成
立
し
た
と
見
な
さ

れ
る
書
篇
の
多
く
は
亡
逸
し
て
、
伝
存
す
る
も
の
の
大
部
分
は
後

代
に
偽
作
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
偽
古
文
で
あ
り
、
そ
の
実
態
を
十
分

に
知
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
『
手
詰
』
は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん

ど
空
白
で
あ
っ
た
孟
子
以
前
に
お
け
る
書
篇
の
実
態
を
具
体
的
に

示
す
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
ら
が
儒
家
思
想
の
展
開
に
、

ど
の
よ
う
な
影
蓉
を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
上
に
お
い
て
も
、

き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
孔
壁
古
文
十
六
篇
の
性
格
に
つ
い
て
私
見
を
提
起
し
、

本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。
孔
子
旧
宅
の
壁
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
古

文
『
尚
書
』
の
う
ち
今
文
『
尚
書
』
二
十
九
篇
に
見
え
な
い
十
六

篇
は
、
舜
典
・
泊
作
・
九
共
·
大
萬
膜
•
益
稜
•
五
子
之
歌
·
胤

征
・
湯
詰
•
咸
有
一
徳
・
典
宝
•
伊
訓
·
陣
命
・
原
命
・
武
成
・

旅
癸
・
問
命
の
諸
篇
（
注
36)

で
あ
る
が
、
現
存
す
る
も
の
は
す
べ
て

偽
古
文
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
長
ら
く
不
明
で
あ
っ
た
。
今
回
、

こ
れ
ら
の
う
ち
の
『
咸
有
一
徳
』
に
該
当
す
る
『
手
詰
』
が
発
見

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
孔
壁
古
文
十
六
篇
の
内
容
の

一
端
が
明
ら
か
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

本
稿
第
五
章
で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
『
手
詰
』
の
成
立
時
期
は
春

秋
末
か
ら
戦
国
前
期
の
間
と
推
定
さ
れ
る
。
商
書
の
成
立
過
程
の

(177) 



詳
細
は
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ご
く
大
ま
か
な
道
筋
と
し

て
、
夏
架
を
放
伐
し
て
天
下
の
王
た
る
こ
と
を
諸
侯
に
宣
言
し
た

『
湯
誓
』
や
太
甲
の
即
位
お
よ
び
追
放
・
復
位
に
関
わ
る
『
伊
訓
』

『
太
甲
』
と
い
っ
た
商
書
の
中
枢
を
な
す
篇
が
順
次
成
立
し
、
そ

の
後
そ
れ
ら
を
補
充
す
る
か
た
ち
で
諸
篇
の
増
修
が
行
な
わ
れ
た

と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
推
測
に
し
た
が
え
ば
、
『
手
詰
』
は
商
書
の

中
で
も
後
の
増
修
に
か
か
る
諸
篇
に
属
し
た
可
能
性
が
高
い
で
あ

ろ
う
。
も
っ
ぱ
ら
天
命
や
保
民
と
い
っ
た
思
想
面
に
重
点
が
置
か

れ
、
歴
史
事
象
と
い
う
点
で
は
き
わ
め
て
存
在
意
義
が
薄
い
と
い

う
『
手
詰
』
の
性
格
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
想
像
を
退
し
く
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
『
弄
詰
』

の
後
代
性
は
、
基
本
的
に
孔
壁
古
文
十
六
篇
に
共
通
す
る
性
格
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
孔
壁
出
土
と
い
う
来
歴
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
漢
代
の
古
文
家
た
ち
が
注
を
加
え
ず
、
今
文
『
尚

書
』
に
比
肩
す
る
地
位
を
確
保
す
る
こ
と
な
く
、
歴
史
の
彼
方
に

滅
び
去
っ
た
最
大
の
要
因
は
、
内
容
や
形
式
・
文
体
な
ど
の
諸
点

に
お
い
て
他
の
書
篇
と
の
懸
隔
が
甚
だ
し
く
、
『
尚
書
』
と
し
て
存

続
す
る
に
耐
え
な
か
っ
た
た
め
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

(
1
)

清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
編
・
李
学
勤
主
編
『
清
華

大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
（
中
西
書
局
、
二

0
1
0
年
十
二
月
）

ー
四
頁
。

(
2
)

松
本
雅
明
『
春
秋
戦
国
に
お
け
る
尚
書
の
展
開
』
（
風
間
書
房
、

九
六
六
年
）
二
七
九
頁
。

(
3
)

李
学
勤
「
清
華
簡
九
篇
綜
述
」
（
『
文
物
』
二

0
1
0
年
第
五
期
）
、

『
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
登
）
』
前
掲
注

(
1
)

手
詰
「
説
明
」
一

三
一
頁
。

(
4
)

『
礼
記
』
細
衣
篇
の
分
章
お
よ
び
引
用
は
『
十
三
経
注
疏
整
理
本

礼
記
注
疏
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
0
0
0年
）
に
よ
る
。

(
5
)

以
下
、
『
手
詰
』
の
引
用
は
、
本
稿
第
二
章
に
示
し
た
釈
文
・
書
き

下
し
文
に
も
と
づ
く
。
な
お
釈
文
に
つ
い
て
は
、
便
宜
上
、
一
部
に

通
行
の
字
体
を
用
い
た
。

(
6
)

荊
門
市
博
物
館
編
『
郭
店
楚
墓
竹
簡
』
（
文
物
出
版
社
、
一
九
九
八

年
）
―
二
九
頁
。

(
7
)

馬
承
源
主
篇
編
『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
一
）
』
（
上
海
古

籍
出
版
社
、
二

0
0
一
年
）
一
七
七
頁
。

(
8
)
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
尚
書
正
義
』
（
北
京
大
学
出
版
社
、
二

o
o

0
年
）
二
四
八
頁
。

(
9
)
『
史
記
』
（
中
華
書
局
、

注

一
九
五
九
年
）
九
七
ー
九
八
頁
。
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(
1
0
)鄭
玄
則
於
伏
生
所
偲
二
十
九
篇
内
分
出
盤
庚
二
篇
•
康
王
之
詰
．

又
泰
誓
三
篇
為
三
十
四
篇
、
更
増
益
偽
書
二
十
四
篇
為
五
十
八
゜

所
増
益
二
十
四
篇
者
、
則
鄭
注
書
序
、
舜
典
一
、
泊
作
二
、
九
共

九
篇
十
一
、
大
萬
誤
十
二
、
益
稜
十
三
、
五
子
之
歌
十
四
、
胤
征

十
五
、
湯
詰
十
六
、
咸
有
一
徳
十
七
、
典
育
十
八
、
伊
訓
十
九
、

陣
命
二
十
、
原
命
二
十
一
、
武
成
二
十
二
、
旅
癸
二
十
三
、
問
命

二
十
四
。
以
此
二
十
四
為
十
六
巻
、
以
九
共
九
篇
共
巻
、
除
八
篇
、

故
為
十
六
。
故
藝
文
志
•
劉
向
別
録
云
、
「
五
十
八
篇
。
」
藝
文
志

又
云
、
「
孔
安
國
者
、
孔
子
後
也
。
悉
得
其
書
、
以
古
文
又
多
十

六
篇
。
」
篇
即
巻
也
、
即
是
偽
書
二
十
四
篇
也
。
劉
向
作
別
録
、

班
固
作
藝
文
志
並
云
此
言
、
不
見
孔
偲
。
(
『
+
三
経
注
疏
整
理
本

尚
書
正
義
』
前
掲
注

(
8
)

二
四
頁
、
傍
線
引
用
者
）

な
お
右
の
引
用
で
は
、
『
漢
書
』
芸
文
志
に
い
う
孔
安
国
が
得
た
孔
壁

古
文
の
う
ち
の
『
咸
有
一
徳
』
を
含
む
十
六
篇
に
つ
い
て
、
「
即
是
低

書
二
十
四
篇
也
」
と
す
る
が
、
こ
れ
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
現
行
の
孔
伝
本
の
加
増
二
十
五
篇
を
真
古
文
と
見
な
し
た
誤

解
で
あ
る
。

(11)

釈
読
に
あ
た
っ
て
管
見
の
及
ん
だ
先
行
研
究
は
、
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

A

李
学
勤
「
清
華
簡
九
篇
綜
述
」
（
『
文
物
』
二

0
1
0年
第
五
期
）

B
庖
名
春
「
清
華
簡
与
《
尚
書
》
研
究
（
《
学
灯
》
第
十
七
期
）
」
（
C
o
n
f
u
c
i
,
 

u
s
2
0
0
0
、-―

0
1
一
年
一
月
一
日
）

一
年
一
月
五
日
）

D
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
研
究
生
読
書
会
（
執
筆

：
郎
可
晶
・
顧
莉
丹
）
「
清
華
簡
《
手
至
》
．
《
手
詰
》
研
読
札
記

（
附
：
《
手
至
》
・
《
手
詰
》
．
《
程
賭
》
釈
文
）
」
（
復
旦
大
学
出
土

文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
、
二

0
1
―
年
一
月
五
日
）

E

黄
烹
「
初
読
清
華
簡
釈
文
筆
記
」
（
武
漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
「
簡

吊
」
網
、
二

0
-
―
年
一
月
七
日
）

F

黄
人
ニ
・
趙
思
木
「
読
《
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
》
書
後
(
-
)
」

（
武
漠
大
学
簡
吊
研
究
中
心
「
簡
吊
」
網
、
二

O
一

月

七

G

曹
方
向
「
清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
《
手
詰
》
篇
補
厳
一
則
」
（
武

漢
大
学
簡
吊
研
究
中
心
「
簡
吊
」
網
、
二

0
―
一
年
一
月
八
日
）

H

孫
燕
飛
「
試
論
《
手
至
》
的
II

至
在
湯
II

輿
《
手
詰
》
的

II

及
湯
II

」

（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
、
二

0
―
一
年
一

月
十
日
）

I

任
攀
•
程
少
軒
整
理
「
網
摘
．
《
清
華
一
》
専
輯
」
（
復
旦
大
学
出

土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
、
二

0
―
一
年
二
月
二
日
）

J

王
寧
「
清
華
簡
《
手
至
》
《
手
詰
》
中
的
II
衆
II

和
II

民
II

」
（
復

旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
、
二

0
―
一
年
二
月
四

日）

(12)
原
釈
は
（
蕨
）
と
す
る
が
、
庖
名
春
氏
（
前
掲
注

(
1
1
)
C
)

に

日）

一
年

c
磨
名
春
「
清
華
簡
《
手
詰
》
篇
補
釈
」

(
C
o
n
f
u
c
i
u
s
2
0
0
0
、

ニ
O
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従
う
。

(13)
原
釈
は
（
捷
）
と
す
る
が
、
復
旦
読
書
会
（
前
掲
注
(
1
1
)
D
)

に
従
う
。

(14)

原
釈
は
（
胡
）
と
す
る
が
、
復
旦
読
書
会
（
前
掲
注
(
1
1
)
D
)

に
従
う
。

(15)

原
釈
は
（
詐
）
と
す
る
が
、
庖
名
春
氏
（
前
掲
注
(
1
1
)
C
)
に

従
う
。

(
1
6
)
陳
剣
氏
は
原
釈
が
「
日
」
と
釈
す
る
簡
4
第
三
字
の
写
真
図
版
の

字
形
を
拡
大
精
査
し
、
当
該
字
は
「
田
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る

（
「
清
華
簡
《
手
至
》
．
《
手
詰
》
研
読
札
記
（
附
：
《
手
至
》
．
《
手
詰
》
．

《
程
廂
》
釈
文
）
」
陳
剣
在
2
0
1
1ー

l
ー

9

1
7
:
2
5

ぶ
3

評
俯
道
〈
前
掲

注
(
1
1
)
D
〉
)
。
確
か
に
中
央
の
横
画
は
、
前
寄
り
の
部
分
が
下
方

に
脹
ら
ん
で
一
見
縦
画
の
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
類
似
の
現
象
は
、

例
え
ば
簡
2

「
句
」
字
、
簡
3

「
湯
」
字
、
簡
4

「
白
」
字
な
ど
に

も
散
見
さ
れ
、
横
画
の
起
筆
を
強
く
当
て
て
書
く
『
手
詰
』
書
写
者

の
筆
法
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
、
縦
画
は
存
在
し
な
い
可
能
性
も

な
お
考
慮
さ
れ
る
。
当
該
部
分
は
竹
簡
に
汚
れ
が
あ
り
、
図
版
で
は

縦
画
の
有
無
を
明
瞭
に
確
認
し
が
た
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
原
簡

の
精
査
に
も
と
づ
く
と
見
な
さ
れ
る
原
釈
の
「
日
」
に
従
う
こ
と
と

し
た
。

(17)
前
掲
注
(
1
1
)
C
庖
名
春
氏
論
文
。

(18)
前
掲
注
(
1
1
)
G
曹
方
向
氏
論
文
。

(19)
前
掲
注
(
1
1
)
J
王
寧
氏
論
文
。

(20)

こ
の
よ
う
な
『
史
記
』
殷
本
紀
と
は
異
な
る
両
者
の
関
係
は
、
必

ず
し
も
全
く
の
虚
構
で
は
な
く
、
一
定
の
歴
史
的
事
実
を
反
映
し
た

可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
松
丸
道
雄
「
関
干

偲
師
商
城
和
伊
手
関
係
的
仮
説
」
（
『
三
代
考
古
』
（
三
）
、
科
学
出
版

社
、
二

0
0九
年
、
一
七
六
ー
一
九
四
頁
）
参
照
。

(
2
1
)
金
谷
治
「
『
孟
子
』
の
研
究
ー
そ
の
思
想
の
生
い
立
ち
」
（
『
東
北
大

学
文
学
部
年
報
』
第
一
号
、
一
九
五
一
年
、
『
金
谷
治
中
国
思
想
論
集

中
巻
』
〈
平
河
出
版
社
、
一
九
九
七
年
〉
再
収
、
一
三
ー
五

0
頁
）
等

参
照
。

(22)
以
下
、
『
孟
子
』
の
本
文
は
『
十
三
経
注
疏
整
理
本
孟
子
注
疏
』
（
北

京
大
学
出
版
社
、
二

0
0
0年
）
に
よ
る
。

(23)
伊
手
が
も
と
料
理
人
で
あ
っ
た
と
の
話
は
、
『
墨
子
』
尚
賢
中
・
下

篇
、
『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
、
『
呂
氏
春
秋
』
本
味
篇
な
ど
に
も
見
い
だ

さ
れ
、
戦
国
期
に
お
い
て
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
形
跡
が
う
か
が
わ

れ
る
。
万
章
の
問
い
か
け
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景

と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
伊
手
に
関
す
る
伝
承
に

つ
い
て
は
、
察
哲
茂
「
伊
手
伝
説
的
研
究
」
（
『
中
国
神
話
与
伝
説
学

術
研
討
会
論
文
集
（
上
冊
）
』
漢
学
研
究
中
心
、
一
九
九
六
年
、
二
四

三
ー
ニ
七
五
頁
）
参
照
。

(
2
4
)
武
内
義
雄
『
孟
子
』
一
、
史
記
年
表
と
竹
書
紀
年
と
の
優
劣
（
「
岩

波
講
座
世
界
思
潮
」
第
五
冊
、
一
九
二
八
年
、
『
武
内
義
雄
全
集
第

(180) 



二
巻
』
〈
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
〉
再
収
、
四
五
ニ
ー
四
五
九
頁
）
、

金
谷
治
「
『
孟
子
』
の
研
究
ー
そ
の
思
想
の
生
い
立
ち
」
前
掲
注

(21)

参
照
。

(25)

貝
塚
茂
樹
『
孟
子
』
（
講
談
社
、
二

0
0
四
年
、
三
九
ー
四

0
頁）

参
照
。

(26)
『
細
衣
』
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
「
郭
店
楚
簡
『
稲

衣
』
の
思
想
史
的
意
義
」
（
『
集
刊
東
洋
学
』
第
八
十
六
号
、
二

0
0

一
年
、
『
古
代
思
想
史
と
郭
店
楚
簡
』
〈
汲
古
書
院
、
二

0
0
五
年
〉

再
収
、
三
九
ー
六
五
頁
）
参
照
。

(27)
書
篇
の
体
例
お
よ
び
性
格
に
つ
い
て
は
、
陳
夢
家
『
尚
書
通
論
（
増

訂
本
）
』
（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
所
収
「
王
若
日
考
」
(
-
四
六

_
―
七

0
頁
）
、
「
論
尚
書
体
例
」
（
三
〇
九
ー
三
二
三
頁
）
参
照
。

(28)
『
洛
詰
』
の
訓
読
は
、
白
川
静
「
尚
書
洛
詰
解
」
（
『
説
林
』
第
三
巻

第
八
号
、
一
九
五
一
年
、
『
白
川
静
著
作
集
5
』
〈
平
凡
社
、
二

0
0

0
年
〉
再
収
、
四
六

O
I四
六
一
頁
）
に
よ
る
。

(29)
す
で
に
戦
国
前
期
に
「
詰
」
を
付
し
た
篇
名
が
行
な
わ
れ
て
い
た

こ
と
は
、
『
孟
子
』
が
称
引
す
る
『
康
詰
』
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る。

(30)

一
例
と
し
て
、
こ
の
成
立
時
期
に
従
っ
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
『
手

詰
』
と
『
細
衣
』
と
の
時
代
的
な
関
係
を
、
切
り
の
い
い
数
値
で
示

し
て
み
る
と
、
仮
に
『
手
詰
』
の
成
立
を
孔
子
没
後
お
よ
そ
五
十
年

の
前
四
三

0
年
頃
と
す
る
と
、
『
手
詰
』
を
称
引
す
る
『
細
衣
』
の
成

立
は
、
そ
の
五
十
年
後
の
前
三
八

0
年
頃
、
そ
れ
か
ら
八
十
年
後
の

前
三

0
0年
頃
に
郭
店
簡
『
細
衣
』
・
上
博
簡
『
細
衣
』
の
書
写
と
い

う
設
定
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
参
考
の
た

め
の
例
示
に
す
ぎ
ず
、
筆
者
が
こ
の
よ
う
に
具
体
的
に
推
測
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
十
分
に
断
っ
て
お
き
た
い
。

(31)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
『
諸
子
百
家
』
第
五
章
・
五
孟

子
と
子
思
学
派
（
講
談
社
、
二

0
0
四
年
、
一
四
四
ー
一
四
八
頁
）

参
照
。

(32)

以
下
、
『
尚
書
』
の
引
用
数
の
統
計
は
、
松
本
雅
明
『
春
秋
戦
国
に

お
け
る
尚
書
の
展
開
』
前
掲
注
(
2
)
に
よ
る
。

(33)
内
藤
湖
南
「
尚
書
稽
疑
」
（
『
研
幾
小
録
』
所
収
、
『
内
藤
湖
南
全
集

第
七
巻
』
〈
筑
摩
書
房
、
一
九
七

0
年
〉
九
ー
ニ
三
頁
）
は
、
『
尚
書
』

の
成
立
過
程
に
つ
い
て
、
「
即
ち
初
め
孔
子
及
び
其
の
門
下
は
周
の
全

盛
を
理
想
と
し
、
そ
れ
よ
り
周
の
統
を
承
け
た
魯
を
王
と
す
る
思
想

を
生
じ
、
次
で
孔
子
を
素
王
と
推
尊
す
る
所
よ
り
殷
を
尊
ぶ
思
想
を

生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
」
と
述
べ
、
商
書
の
成
立
が
、
み
ず
か

ら
「
丘
や
殷
人
な
り
」
（
『
礼
記
』
檀
弓
上
篇
・
『
史
記
』
孔
子
世
家
）

と
述
べ
た
孔
子
の
出
自
を
背
景
と
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
見
解
を
踏
ま
え
れ
ば
、
商
書
の
述
作
自
体
が
、
孔
子
没
後
に
お
け

る
儒
家
の
志
向
を
明
瞭
に
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

(
3
4
)松
本
雅
明
『
春
秋
戦
国
に
お
け
る
尚
書
の
展
開
』
第
二
篇
•
第
一

章
孟
子
に
見
え
る
尚
書
（
前
掲
注
(
2
)
一
九
三
ー
ニ
八
四
頁
）
参
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照。

(35)

孔
子
素
王
説
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
浅
野
裕
一
『
孔
子
神
話

ー
宗
教
と
し
て
の
儒
教
の
形
成
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七
年
）
、
同

「
『
君
子
為
礼
』
と
孔
子
素
王
説
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
第

四
十
一
号
、
二

0
0
六
年
、
『
上
博
楚
簡
研
究
』
〈
汲
古
書
院
、
二

O

0
七
年
〉
再
収
、
一
四
七
ー
一
七
二
頁
）
参
照
。

(36)
前
掲
注

(10)
『
尚
書
』
発
典
疏
参
照
。

[
附
記
]
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

(
B
)
）
「
戦
国
楚
簡
と
先
秦
思
想
史
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
（
研
究
代

表
者
・
湯
浅
邦
弘
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

(182) 


